
平成28年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告

平成29年度 実施予定事業
◆まちづくり講演会（春・秋）
◆自治会活動マニュアル（平成
30年度版）の作成

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、女性人材バンクを
周知し、利用を促すとともに、登
録人員の充実を図り、女性委員
0の審議会等の減少や重複委員
の減少に努める。

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業

自治会（区）役員における女性
登用率の向上

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

平成29年度 重点目標

政策・方針決定の場における
男女共同参画の推進

（千円）

予算（H29）

-

―

平成29年度 取組内容

数値目標 所管課

施策の方向

―

◆審議会等の改選時における女性委員の
推薦について、全課を対象に小牧市女性
人材バンクの積極的な活用を促し、女性委
員の登用について働きかけた。（平成29年3
月1日付）

平成28年度（平成28年4月1日現在）
・審議会等における女性委員人数：285人
（総委員数：964人　女性委員比率 29.5％）
・行政委員会における女性委員人数：3人
（全体人数：38人　女性委員比率 7.9％）

審議会等附
属機関への
女性登用率 まなび創造館

1

実
績

基準値（H25）

具体
的施
策

平成28年度 重点目標実績 28.1（％）

―

H28

各種審議会等に女性委員の積極的な登
用を図り、女性がいない委員会等を解消
するとともに、女性の参画比率が2021年
（平成33年）を目標年度に33％を達成でき
るよう努めます。

―
①審議会等での男女共同参画の推進

男女共同参画
の視点決算（見込） 29.5（％）

-

H29

30.0（％）

目標値（H33）

33.0（％）

H28

C・E

所管課

―

◆女性と男性が男女共同参画について学習し、意識改
革につながる講座を開設した。
「こまきみらい塾教養課程必修講座」
・小牧市を男女共同参画社会にするために（受講者10
名）
・男女共同参画の変遷（受講者13名）
・リケジョと男女共同参画社会（受講者20名）
「こまきみらい塾専門課程」
・女性と男性が、共に豊に暮らせる社会に向けて（受講
者2名）
◆各課からの審議会委員等の選任の依頼を受け、女性
人材バンク登録者から推薦をしている。また、さまざまな
分野において活躍している人材を女性人材バンクに登
録するよう努めた。
「女性人材バンク登録者」
30名（平成29年3月1日現在）平成28年度新規登録者12
名（平成28年度に女性人材バンクの更新を実施）

―

まなび創造館

平成28年度 重点目標実績

―

事業費
平成29年度 重点目標

（千円）

区長会主催
講演会の女
性参加率

平成29年度 取組内容

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績 数値目標

予算（H29）

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531
-

数値目標 所管課

「自治会活動マニュアル」におい
て、自治会活動への女性の参
加や役員への登用を啓発する。

―

―

―

-

◆男女共同参画講座事業において、男女
共同参画について学習する機会を設け、
女性の人材育成と発掘に努める。
◆女性人材バンク登録者の活用を促すと
ともに、引き続き、女性人材バンクの充実
に努める。

（千円）

小牧市内12９区の女性区長および役員登用率の
向上
◆自治会（区）活動の実態を把握しながら、役員
等への女性登用を働きかける。
◆地区会長会や理事会等で、役員等の女性登
用状況の確認をし、講演会や自治会活動マニュ
アル（平成29年度版）において、女性の登用を啓
発する。

男女共同参画
の視点決算（見込） -

市民大学こ
まきみらい
塾運営事
業：2,880

―

-

A

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

基準値

具体
的施
策

平成28年度 重点目標実績 -
◆地区会長会にて、各地区理事への女性登用を
促した。
◆自治会活動マニュアル（平成29年度版）で、役
員等への積極的な女性登用を啓発した。
《区長》
女性区長数　6名/129名（平成28年度）
女性区長数　7名/129名（平成29年度）
《区長会理事》
女性理事数　2名/44名（平成28年度）
女性理事数　4名/44名（平成29年度）

H28

-実
績

平成29年度 重点目標

決算（見込） -

-

H29

15（%)

目標値（H33）

-

予算（H29）

施策の方向

1
政策・方針決定の場における

男女共同参画の促進

市の各種審議会等に参画できる女性の人
材の育成と発掘、幅広い分野への女性の
社会参画を図るため、女性人材バンクの
活用を促進し、多様な人材の確保に努め
ます。

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

具体
的施
策

②女性の人材の育成と能力開発

施策の方向

地域活動等の方針決定の場に女性が参
画できるよう、女性の役員登用を積極的に
行うよう働きかけます。

①地域活動等における
男女共同参画の促進

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

H29

C・E

H28

A

H29

H28

B・F

H29

B・F

男女共同参画
の視点

協働推進課

◆自治会（区）以外に、地域協議会におい
ても、役員等への女性登用を促した。

《小牧原小学校区地域協議会》
　広域防災訓練実行委員会⇒委員長に女
性を登用

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度は、広域防災訓練実行委員
会の委員長に女性を登用できた。平成29
年度は、他の会へも積極的に女性委員及
び長の登用を働きかけていく必要がある。
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―

平成29年度 実施予定事業

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

平成29年度 重点目標

（千円）

予算（H29）

地域3あい
事業：
12,900平成28年度 重点目標実績

―

―

◆まなびあいやふれあいの活動を通じたさ
さえあいの地域づくりを推進し、市内69地区
で活動が行われた。各区の役員1,034名の
うち、408名の女性役員が活動した。

―

生涯学習課

ウィメンズ
ネットこまき
の加入団体

数

数値目標

◆まなびあいやふれあいの活動
を通じたささえあいの地域づくり
を推進する。

―

平成29年度 取組内容

―

-

―

-

―

その他平成28年度事業の実績
事業費

決算（見込） -

地域3あい
事業：
12,900

◆全区長に対し、男女共同参画普及員の配置を
依頼し、地域における男女共同参画社会の推進
に努めた。
◆男女共同参画普及員
・Ｈ28年4月1日現在
　25区46人を配置（内女性20人）
◆女性問題の解決と女性の地位向上について
の推進を図るため、ウィメンズネットこまきに女性
活動推進事業を委託し、事業を実施した。
「主な活動」
・男女共同参画フォーラム in こまき ＆ ワイワイっ
とまつり（11月6日、それぞれ159名、257名参加）
・先進地視察研修会（2月9日、31名参加、ハート
フルネットぎふ）
・ウィメンズネットこまき研修会（平成28年度は3回
開催）
・情報誌Windの発行（2回発行）

―

平成28年度 重点目標

基準値（H25）

―

-

14（団体）

女性活動
推進事業：

2,798

数値目標

予算（H29）

H28

（千円）

平成29年度 実施予定事業
◆普及員に対する講座、説明
会、研修会を開催する。
・H29年度：29区51人を配置（内
女性23人）

男女共同参画
の視点決算（見込） 14（団体）

女性活動
推進事業：

8,606
男女共同
参画推進
事業：466

H29

11（団体）

目標値（H33）

17（団体） E

―

数値目標 所管課

―

◆地域のボランティアの強化・育成・ネット
ワーク拡充
・ボランティア連絡会（代表者会：2回、地区
合同：2回）
・ボラティアリーダースクール（1回、参加者
76名）
・ボランティア勉強会（4回、参加者200名）
・ジュニア奉仕団卒団生（ココボラ）活動（活
動件数103件）
・災害ボランティア支援センター立上げ訓
練（参加者141名）
◆福祉教育活動の推進
・福祉実践教室の開催（参加者：12校、児
童1125人、ボラ150人）高齢者疑似体験、
車イス体験など
・中高生福祉体験学習（参加者81名）

―

福祉総務課

平成28年度 重点目標
事業費

―

具体
的施
策

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

実
績

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容

-

-

―

-

―

-

◆引き続き、地域福祉推進に必
要なボランティア活動環境を整
備する。

（千円）

予算（H29）

決算（見込）

-

実
績

平成29年度 重点目標

平成28年度 重点目標実績

―

―

子どもから高齢者まで、男女がともにボラン
ティア活動等の地域活動に参加できる環
境づくりに努めます。

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

施策の方向

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

②団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

施策の方向

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

地域活動等の方針決定の場に女性が参
画できるよう、女性の役員登用を積極的に
行うよう働きかけます。

具体
的施
策

①地域活動等における
男女共同参画の促進

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

施策の方向

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

地域活動等の方針決定の場に女性が参
画できるよう、女性の役員登用を積極的に
行うよう働きかけます。

具体
的施
策

①地域活動等における
男女共同参画の促進

H28

男女共同参画
の視点

所管課

B・F

H29

B・F

H28

E

H29

まなび創造館

所管課

男女共同参画
の視点

H28

B

H29

B

その他平成28年度事業の実績
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平成29年度 実施予定事業
◆災害時に男女それぞれの立
場で必要な活動ができるような
訓練をメニューに取り入れていく
ことを目標とする。

各種防災訓練を実施する際に、女性の視点を取
り入れた避難所運営等を実施することが重要で
あることを説明し、地元区において防災に関する
イベントや打合せがある際には女性に積極的に
参加するよう呼び掛ける。

平成29年度 実施予定事業
◆小牧防災リーダー会と協働で
開催する講座を計25回予定して
おり、引き続き防災意識の啓発
支援を行う。

各地区、小学校区単位で実施さ
れる地区防災訓練に男女を問
わず多くの市民が参加できる状
態にする。

平成29年度 取組内容
自主防災会が中心となって「自助」、「共助」の意
識を持ち、地域の人々が災害に備えて、男女を
問わず、子どもから高齢者まで訓練に参加できる
環境づくりを推進するとともに、小学校区単位で
の地区防災訓練の実施を継続して推進する。

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業

平成29年度 取組内容

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

平成29年度 重点目標 数値目標

―

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

施策の方向

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

地域3あい
事業：
12,900

◆学びやふれあいの活動を通じ
た、ささえあいの地域づくりを推
進する。

子どもから高齢者まで、男女がと
もにボランティア活動等の地域
活動に参加できる環境づくりに
努めます。

―

生涯学習課

（千円）

予算（H29）

地域3あい
事業：
12,900

―

具体
的施
策

②団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

平成28年度 重点目標実績 -
◆市内69地区で活動が行われ
た。

―

実
績

子どもから高齢者まで、男女がともにボラン
ティア活動等の地域活動に参加できる環
境づくりに努めます。

決算（見込） -

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

防災減災
教育支援
協働事業：

1,076

平成29年度 重点目標 数値目標

具体
的施
策

③防災等の場における
男女共同参画の推進 ◆平成28年度は、各訓練にお

ける女性の参加率の把握に努
めた。

H28

40（%）

各種防災訓練における女性の参加率を向
上させる。
◆小牧防災リーダー会との協働で実施し
ている「防災・減災教育支援事業」におけ
る各訓練を対象とする（各小中学校の生
徒対象のものを除く）

各種防災訓
練に参加し
た女性の割

合 危機管理課

（千円）

予算（H29）

基準値

平成28年度 重点目標実績 20（%）

各種防災訓練に女性の参加を促
し、各自主防災会等において女性
の視点を取り入れた防災体制を構
築できるように働きかける。

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

具体
的施
策

地域での自助、共助能力向上と防災意識
の高揚を図るため、男女共同参画の視点
にたった事業の継続、発展に努めます。

決算（見込） 20（%）

防災減災
教育支援
協働事業：

1,076

H29

24（%）

目標値（H33）

50（%）

基準値（H28）

B・F

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

数値目標 所管課
自主防災会が中心となって「自分の命は
自分で守る(自助）」、「自分たちの地域は
自分たちで守る(共助）」という意識を持
ち、地域の人々が災害に備えて、男女を
問わず、子どもから高齢者まで訓練に参
加できる環境づくりを推進するとともに、小
学校区単位での地区防災訓練の実施を
継続して推進する。

地区防災訓
練実施に伴
う女性の参

加率 消防総務課

（千円）

③防災等の場における
男女共同参画の推進

平成28年度 重点目標実績 47（%）
◆自主防災会が主体となった地
区防災訓練に男女を問わず参
加し、年度当初の重点目標を概
ね達成することができたが、小学
校区単位での訓練の取り組みは
前年度からは伸びたものの市内
16校中、10校での実施にとど
まった。

H28

地域での自助、共助能力向上と防災意識
の高揚を図るため、男女共同参画の視点
にたった事業の継続、発展に努めます。

46.5（%）

H29

目標値（H33）

50（%）

H28

男女共同参画
の視点

B・D・F

H29

B・D・F

H28

所管課

所管課

D・F

H29

男女共同参画
の視点

D・F

H28

B・F

H29

男女共同参画
の視点決算（見込）

-

予算（H29）

自主防災
体制整備

事業：
13,750

◆まなびあいやふれあいの活動を通じたさ
さえあいの地域づくりを推進し、市内69地区
で活動が行われた。各区の役員1,034名の
うち、408名の女性役員が活動した。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度は、約40%の女性役員に地
域活動に携わってもらうことができた。平成
29年度は、参加するだけではなく、参画し
てもらうための働きかけ及びその状況把握
に努める必要がある。

◆小牧防災リーダー会との協働事業で開催する講座にて引き続
き、防災意識の啓発支援を行った。
◆小中学校、各自主防災会等を対象に、全49回の講座を実施。
平成28年度実績 49回
（内訳）
小中学校 8回　　自主防災会 6回
小学校区合同訓練 7回　　地域の団体等 28回
内容
避難所運営ゲームＨＵＧ 9団体
災害図上訓練ＤＩＧ3団体
家具固定講座 5団体
防災講話 18団体　　その他 14団体

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度の各種防災訓練への女性の参加
率が20%と、目標値の半分であった。平成29年度
は、女性の視点が必要であることを説明し、防災
に関するイベントに女性に積極的に参加してもら
うよう働きかける必要がある。

◆平成28年度は、市内129自主防災会のう
ち105自主防災会で地区防災訓練が実施
され参加者は約4,400人にのぼり、そのうち
女性は、46.5％の参加率となっていることか
ら、概ね、目標に掲げた男女を問わず訓練
に参加できる環境づくりができた。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度は、小学校区単位での訓練
も前年と比べ4校増加の10校となり、概ね順
調といえるが、引き続き、市内全16校での
実施に向けて取り組む必要がある。
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―

平成29年度 取組内容

◆市内事業所の管理職を対象
に、男女共同参画社会の形成
につながる講座を実施する。

―

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き資料の配布を実施す
る。

災害時、女性が活動できる知識・技術の習得及
び他クラブとの情報交換を行うため、年間２名の
婦人消防クラブ員を女性消防クラブ指導者科に
派遣する。

平成29年度 取組内容
女性消防クラブ指導者科に２名
派遣する(次年度以降も継続）。

平成29年度 実施予定事業

平成29年度 重点目標

-

-

―

-

―

-

平成29年度 実施予定事業

所管課

―

◆女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律に基づき、同法を根拠とした「小
牧市女性活躍推進計画」を策定した。 ―

まなび創造館

（千円）

予算（H29）

H28

―

-

平成29年度 重点目標

具体
的施
策

①男女の均等な雇用機会と
待遇の確保

平成28年度 重点目標実績 ―

数値目標

―

―

男女雇用機会均等法、労働基準法等の趣
旨の周知を図り、適切な運用を働きかけ、
募集、採用、賃金、昇進等における男女平
等の実現をめざします。

決算（見込）

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進
男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

決算（見込） -

-

―

-

―

-

予算（H29）

F

―

具体
的施
策

①男女の均等な雇用機会と
待遇の確保

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

男女雇用機会均等法、労働基準法等の趣
旨の周知を図り、適切な運用を働きかけ、
募集、採用、賃金、昇進等における男女平
等の実現をめざします。

事業費

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進

-

数値目標

―

◆「男女雇用機会均等法　育児・介護休業
法のあらまし」を商工振興課窓口にて２０部
配布した。
◆男女雇用機会均等月間実施のポスター
を商工振興課窓口に掲示した。
◆ホームページにて男女雇用機会均等法
の周知に努めた。
◆女性活躍推進法のチラシを商工振興課
窓口にて10部配布した。

―
（千円）

H29

2（人）

目標値（H33）

2（人）

◆愛知県消防学校女性消防ク
ラブ指導者科への1日入校
11月24日（金）　2名

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

具体
的施
策

③防災等の場における
男女共同参画の推進

平成28年度 重点目標実績 2（人）
◆愛知県消防学校女性消防ク
ラブ指導者科への1日入校
11月4日（金）2名

H28

地域での自助、共助能力向上と防災意識
の高揚を図るため、男女共同参画の視点
にたった事業の継続、発展に努めます。

決算（見込） 2（人）

少年・婦人
消防クラブ

活動事
業:670

数値目標 所管課
女性消防クラブ指導者科の入校
について、1年間に2人派遣す
る。

女性消防ク
ラブ指導者

科入校 予防課

（千円）

予算（H29）

基準値（H25）基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

少年・婦人
消防クラブ

活動事
業:1,207

Ａ

H28

男女共同参画
の視点

H29

A

H28

Ｆ

H29

男女共同参画
の視点

所管課

商工振興課

E

H29

C・E

男女共同参画
の視点

◆婦人消防クラブ活動事業
・大型店舗での防火広報の実施
　　　11月5日（土） 4名
　　　2月25日（土） 4名
・普通救命講習の実施
　　　11月24日（木） 15名　11月25日（金） 16名
　　　11月26日（土）　9名　11月27日（日）  6名
・視察研修（名古屋市港防災センター）
　2月22日（水） 26名

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆重点目標については達成することができ
た。現状、女性消防クラブ指導者科への派
遣は2名を確保すること自体が困難であるた
め、現状維持にまずは努めることとする。
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平成29年度 重点目標

愛知県と共同で開催している労
働講座において、労働分野にお
ける関連法をテーマの一つとし
て取り扱い、周知を図る。

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き資料の配布を通じて周知を行
う。
◆愛知県と共同で開催する労働講座にお
いて、パートタイム労働法や労働者派遣
法等をテーマとして取り扱う。

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 取組内容
「小牧市　女性活躍推進のため
の特定事業主行動計画」に定め
られた具体的取組の推進

平成29年度 実施予定事業

平成29年度 重点目標

-

男女共同参画
の視点

パートタイマーや派遣労働者の就労条件
向上のため、パートタイム労働法や労働者
派遣法等の周知を図り、多様な形で就労
できる環境づくりに努めます。

決算（見込） -

-

―

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

平成29年度 実施予定事業

H28

H29

C・E

具体
的施
策

③男女が働きやすい環境づくり
平成28年度 重点目標実績 -

―
◆再就職を考えている女性を対
象に、再就職支援のための講座
を実施する。

―

所管課

―

◆女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律に基づき、同法を根拠とした「小
牧市女性活躍推進計画」を策定した。 ―

予算（H29）

E

まなび創造館

（千円）

―

-

事業費

施策の方向

1

―

平成29年度 重点目標 数値目標

―

働く場における男女平等の促進

H29

目標値（H33）

45（名）

H28

F

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

45（名）

具体
的施
策

③男女が働きやすい環境づくり
平成28年度 重点目標実績 -

◆愛知県と共同で開催した労働
講座において、テーマを「職場
の女性活躍推進に向けて～非
正規から正規への転換～」とし、
女性活躍推進法及び労働契約
法について周知を図った。

パートタイマーや派遣労働者の就労条件
向上のため、パートタイム労働法や労働者
派遣法等の周知を図り、多様な形で就労
できる環境づくりに努めます。

決算（見込） 47（名）

勤労者福
祉事業：20

数値目標 所管課
男女が働きやすい環境づくりの
ため、毎年愛知県と共同で開催
している労働講座において、
パートタイム労働法や労働者派
遣法等をテーマとして取り扱うこ
とにより周知を図る。

労働講座受
講者数

商工振興課

（千円）

予算（H29）

基準値

経営者、人事労務担当者、労働
者それぞれに対して関連法、成
功事例等の周知を図る。

平成29年度 取組内容
基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進

勤労者福
祉事業：20

-

職員研修
事業：93

-

-

目標値（H33）

10（%）

◆課長級以上の職員を対象に
「女性活躍推進研修」を実施予
定。

A

-

具体
的施
策

②市職員の男女平等の推進
平成28年度 重点目標実績 -

◆女性職員を育成するための視
点・意識を醸成し、かつマネジメ
ント力の向上を図るための、「女
性活躍推進研修」を実施した。
(H28.11.11)

-

能力主義のもと、採用や昇任、昇格等に
おける男女平等を推進します。
また、男女ともに幅広い分野の職務を経験
させ、管理職にふさわしい人材の育成に
努めます。

決算（見込）

数値目標 所管課
能力主義のもと、採用や昇任、
昇格等における男女平等を推
進する。また、男女ともに幅広い
分野の職務を経験させ、管理職
にふさわ しい人材の育成に努
める。

課長職以上
の女性の割
合（一般事

務職） 行政経営課

（千円）

予算（H29）

能力や適正を公正に判断したう
えで女性職員を積極的に管理
職に登用する。

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進

職員研修
事業：200

H28

男女共同参画
の視点

H29

A

H28

F

H29

男女共同参画
の視点

◆主に30歳代前後の職員を対象に実施し
ている中級職員研修の一環として、「男女
共同参画」の講義を実施した。（H28.10.18）

平成28年度実績評価・29年度の課題等
◆平成28年度に初めて、「女性活躍推進研修」を実施し
た。今後も能力や適正を公正に判断したうえで女性職員
を積極的に管理職に登用するために「小牧市　女性活
躍のための特定事業主行動計画」に定められた取組み
を推進していく必要がある。

◆「パートタイム労働法のあらまし」、「パート
タイム労働法の概要」を各10部ずつ商工振
興課窓口にて配布した。
◆有期雇用から無期雇用への転換に関す
るチラシを商工振興課窓口にて10部配布し
た。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度の講座受講者数は、目標値を上
回った。平成29年度は受講者数の把握だけでは
なく、講座の満足度等の把握や内容の充実、講
師による講義だけではなく、ワークショップや参加
型のような形態を検討していく必要がある。
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―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き資料の配布及びＨＰ
掲載を通じて周知を行う。

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆女性を対象とした講座におい
て、ワークルールや生活保障を
取り上げる講座を実施する。

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業

平成29年度 重点目標

―

◆引き続き資料の配布を通じて
周知を行う。
◆引き続きセミナー及び補助金
により起業を支援する。

平成29年度 重点目標

数値目標 所管課

―

―

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

働く場における男女平等の促進

-

―
―

（千円）

予算（H29）

―

具体
的施
策

④起業家・自営業者に対する支援
平成28年度 重点目標実績 -

―

―

1

―

自営業等で働く女性が、仕事と家事との区
別なく働き続けることがないように、労働条
件や待遇等の明確化を図るため、関係法
令の周知等に努めます。
また、起業に役立つ情報を提供し、起業に
関する支援を行います。

決算（見込） -

-

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進
男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

数値目標 所管課

―

◆女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律に基づき、同法を根拠とした「小
牧市女性活躍推進計画」を策定した。 ―

まなび創造館

（千円）

予算（H29）

-

―

具体
的施
策

④起業家・自営業者に対する支援
平成28年度 重点目標実績 -

―

―

自営業等で働く女性が、仕事と家事との区
別なく働き続けることがないように、労働条
件や待遇等の明確化を図るため、関係法
令の周知等に努めます。
また、起業に役立つ情報を提供し、起業に
関する支援を行います。

決算（見込） -

-

-

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進

-

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆「あいち子育て女性再就職サポートセン
ター」チラシ10部を商工振興課窓口にて配
布した。
◆マザーズハローワークについて市ＨＰで
の掲載を継続して実施した。

女性（25歳
～44歳）の
労働力率 商工振興課

（千円）

予算（H29）

基準値（H22）

具体
的施
策

⑤育児・介護等を理由とする
離職者に対する再就職支援

平成28年度 重点目標実績 65.8（%）

―

H28

働きたい女性への子育て支援や経済的支
援策の情報の提供、結婚や出産等で退職
した女性が再就職を希望するにあたり、就
労支援策等に関する情報提供を行いま
す。

決算（見込）  

-

H29

 

目標値（H33）

66.0（%）

H28

男女共同参画
の視点

商工振興課

F

H29

F

H28

E

H29

男女共同参画
の視点

C・E

H28

F

H29

F

男女共同参画
の視点

◆「家内労働のしおり」を商工振興課窓口
にて５部配布した。
◆創業入門セミナーを開催した。（受講者
14人、うち女性6人）
◆起業・会社設立支援補助金（26件申請、
うち女性9件）
◆創業支援利子補給補助金（26件申請、う
ち女性3件）
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平成29年度 取組内容

―

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

―

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進
男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

数値目標

具体
的施
策

⑤育児・介護等を理由とする
離職者に対する再就職支援

2（講座）

―

―

―

◆女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律に基づき、同法を根拠とした「小
牧市女性活躍推進計画」を策定した。

◆経済的に困難な状況にある女性を対象
に「就労支援パソコン講座」を実施し、自立
のための手段となる機会を提供した。

・就労支援パソコン講座
「初心者さん大歓迎！一日集中パソコン講
座」
基礎編・Word編・Excel編（各全2回）
（受講者数：基礎編8人・Word編9人・Excel
編9人）

就労支援講
座の実施

まなび創造館

（千円）

予算（H29）

基準値（H25）

H29

平成28年度 重点目標実績

事業費

H28

働きたい女性への子育て支援や経済的支
援策の情報の提供、結婚や出産等で退職
した女性が再就職を希望するにあたり、就
労支援策等に関する情報提供を行いま
す。

決算（見込） 2（講座）

女性活動
推進事業：

8,606

2（講座）

目標値（H33）

2（講座）

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、経済的困難な状況
にある女性を対象に「就労支援
パソコン講座」を実施する。

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

-

具体
的施
策

①ワーク・ライフ・バランスの普及と
理解の促進

―

平成29年度 実施予定事業

数値目標 所管課

―

◆ワーク・ライフ・バランス啓発冊子･リーフ
レットを１０部商工振興課窓口にて配布し
た。
◆ワーク・ライフ・バランス推進キャンペーン
のポスター掲示により周知に努めた。
◆ワーク・ライフ・バランスのHPを作成し周
知に努めた。

―

商工振興課

（千円）

予算（H29）

―

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

◆引き続き資料の配布、市の広
報及びHPを通じての周知を行
う。

関係機関と協力して、ワーク・ライフ・バラン
ス実現への取り組みや両立支援策等に関
して、男女平等推進情報誌等を通して情
報提供を行います。

決算（見込） -

-

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 働く場における男女平等の促進

-

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆相談時には子育て支援ガイドブックを配
布するなど、子育て支援に関する情報につ
いて周知を図った。
◆市広報に児童館の催し、ファミリーサポー
トセンター事業を随時掲載した。

―

こども政策課

具体
的施
策

⑤育児・介護等を理由とする
離職者に対する再就職支援

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

働きたい女性への子育て支援や経済的支
援策の情報の提供、結婚や出産等で退職
した女性が再就職を希望するにあたり、就
労支援策等に関する情報提供を行いま
す。

平成29年度 実施予定事業
◆市広報掲載：引き続き児童館
の催し、ファミリー・サポート・セ
ンター事業を随時掲載していく。
◆子育て支援ガイドブックを作
成し、内容の充実を図る。

-

―

-

（千円）

予算（H29）

―

H28

男女共同参画
の視点

Ｂ・Ｆ

H29

B・F

H28

C

H29

男女共同参画
の視点

所管課

C

H28

F

H29

F

男女共同参画
の視点

決算（見込） -

-

―
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◆引き続き資料の配布を通じて
周知を行う。
愛知県と「イクボスセミナー」を共
催し、職場の環境改善に向けた
啓発に努める。

―

平成29年度 取組内容

―

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、関係機関・団体との
協力を通して、情報提供を行う。

平成29年度 重点目標

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

-

数値目標 所管課

―

◆市内企業にて「はじめの一歩」男女共同
参画おたすけ隊によるワーク・ライフ・バラン
スを題材とした出前講座を実施し、事業所
に向けて男女共同参画の意識啓発に努め
た。
・企業向け出前講座：1月19日（24名参加、
うち女性4名）

―

まなび創造館

（千円）

予算（H29）

―

―
具体
的施
策

①ワーク・ライフ・バランスの普及と
理解の促進

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

関係機関と協力して、ワーク・ライフ・バラン
ス実現への取り組みや両立支援策等に関
して、男女平等推進情報誌等を通して情
報提供を行います。

決算（見込） -

-
-

―

-

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

-

平成29年度 重点目標

具体
的施
策

②事業所等への啓発と
取り組みに対する支援

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業

数値目標 所管課

―

◆ファミリーフレンドリー企業の登録制度に
関する周知活動（パンフレットの商工振興
課窓口での５部配布・市HP掲載）を継続し
て行った。
◆「あいち仕事と生活の調和行動計画」を
商工振興課窓口にて５部配布した。
◆愛知県と「イクボスセミナー」を共催し、職
場の環境改善に向けた啓発に努めた。

―

商工振興課

（千円）

予算（H29）

―

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

仕事と家庭の両立を支援しているファミ
リーフレンドリー企業の顕彰や、男女共同
参画に関する企業の取り組み状況等の調
査及び、その情報提供等を通じて、企業
の取り組みを促します。

決算（見込） -

-

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律に基づき、同法を根拠とした「小
牧市女性活躍推進計画」を策定した。 ―

まなび創造館

（千円）

予算（H29）

―

具体
的施
策

②事業所等への啓発と
取り組みに対する支援

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

仕事と家庭の両立を支援しているファミ
リーフレンドリー企業の顕彰や、男女共同
参画に関する企業の取り組み状況等の調
査及び、その情報提供等を通じて、企業
の取り組みを促します。

決算（見込） -

-

―

-

―

-

平成29年度 実施予定事業
◆市内事業所の管理職を対象
に、男女共同参画社会の形成
につながる講座を実施する。

H28

男女共同参画
の視点

A

H29

A

H28

F

H29

男女共同参画
の視点

F

H28

E

H29

C・E

男女共同参画
の視点
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介護サービスの質的向上・介護
サービス提供事業者の支援を実
施する。

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

◆介護展を開催する。
◆介護相談員を介護サービス事業所に派遣する。
◆介護支援専門員や介護サービス事業所の職員に対して
研修を実施する。
◆第７次高齢者保健福祉計画を策定する。

平成29年度 実施予定事業
◆介護展の実施
◆介護相談員の介護サービス事業所へ
の派遣
◆介護支援専門員や介護サービス事業
所の職員に対しての研修
◆第７次高齢者保健福祉計画の策定

―

平成29年度 実施予定事業
◆親子で参加できる自然体験
活動事業を実施する。
「親子でじゃがいもづくり」「親子
さつまいもほり」「身近な自然観
察」

―

―

平成29年度 実施予定事業

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

こども自然
体験活動

事業：
3,940

数値目標 所管課

―

◆こども自然体験活動事業
①親子でじゃがいもづくり
３～６月に開催。親子９７組参加。
②親子さつまいもほり
１０月３０日に開催。親子６６組参加。
③身近な自然観察
６月、９月、１１月に開催。親子２４組参加。

―

こども政策課

（千円）

予算（H29）

―

―
具体
的施
策

③家庭における男女共同参画の推進
平成28年度 重点目標実績 -

―

―

夫婦や親子での参加も含め、男性が参加
しやすい学習機会やプログラムを充実させ
ることで、家庭における男女共同参画意識
の高揚を図ります。

決算（見込） -

こども自然
体験活動

事業：
3,269

-

―

-

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

平成29年度 重点目標 数値目標

具体
的施
策

③家庭における男女共同参画の推進

―

―

―
―

まなび創造館

（千円）

予算（H29）

―

-

◆父子及び男性を対象とした料
理講座を各1講座ずつ開催予
定。

C

平成28年度 重点目標実績 -

平成29年度 取組内容

夫婦や親子での参加も含め、男性が参加
しやすい学習機会やプログラムを充実させ
ることで、家庭における男女共同参画意識
の高揚を図ります。

決算（見込） -

講座開催
事業：277

―

-

―

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

サ-ビス事
業者振興
事業等：
10,297

数値目標 所管課

―

◆介護保険制度と新しい総合事業の周知
を図るために、広報に特集記事を記載し
た。（平成29年2月15号広報）
◆介護サービスの周知を図るために、サー
ビス事業者連絡会と共同で介護展を開催し
た。（平成28年6月26日（日））
◆介護サービス事業者の質の向上を図る
ために、介護相談員が介護サービス事業所
を訪問し、利用者の相談に応じた。（754回
訪問）
◆介護サービス事業者の質の向上を図る
ために、介護支援専門員や介護サービス
事業所の職員に対して研修を実施した。
（30回、148人参加）

子育て・介護と
仕事の両立の
ための支援が
充実していると
思う市民の割

合
介護保険課

（千円）

予算（H29）

基準値（H25）

H29
具体
的施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実

平成28年度 重点目標実績 46.4（%）

―

H28

育児や介護と仕事の両立を支援するため、保
育サービスや介護サービスを広く周知し、必要
なときに適切にサービス提供ができるよう市民
の理解を促します。また、保育サービスや介護
サービスなどの量的・質的な拡充を進め、安心
して利用できる環境整備に努めます。

決算（見込）  

サ-ビス事
業者振興
事業等：
8,324

 

目標値（H33）

50.0（%）

H28

男女共同参画
の視点

Ｂ・Ｆ

H29

Ｂ・Ｆ

H28

C

H29

男女共同参画
の視点

所管課

男女共同参画
の視点

H28

Ｆ

H29

F

◆親子で参加する料理講座を開催し、家庭
における男女共同参画意識の高揚を図っ
た。
・親子でスイーツ＆パン講座（受講者16組
32名うち父子1組・託児3組）

◆男性向けに料理講座を開催し、家庭に
おける男女共同参画を促した。
・割烹職人が教える!!男の和食講座（受講
者20名・託児2名）
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平成29年度 実施予定事業
◆引き続きファミリー・サポート・
センター事業を随時掲載してい
く。

仕事と育児の両立を支援するため、
保育を必要とする方が安心して子ど
もを預けることができるよう、十分な
受け入れ数を確保します。

◆小規模保育事業を行う事業者を公募により募
集し、選定する。（３施設程度、平成30年１月まで
に開所）
◆第一幼稚園の認定こども園化に向けて、引き
続き検討及び保護者説明会を実施する。

平成29年度 実施予定事業
◆小規模保育事業を3園公募し、開所の
ための施設整備費の一部を補助します。
◆篠岡保育園に保育のニーズにこたえる
ために一時保育室を創設し、駐車場も整
備し保護者の利便性を向上させます。

―

平成29年度 取組内容

―

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 重点目標

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現 児童クラブ

運営事
業:277,135

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆市内16児童クラブ
登録児童数：2,223名（平成29年3月31日現
在）
支援員人数：157名

放課後児童
クラブの待
機児童数 こども政策課

（千円）

予算（H29）

基準値（H25）

具体
的施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実

平成28年度 重点目標実績 0（人）

―

H28

育児や介護と仕事の両立を支援するため、保
育サービスや介護サービスを広く周知し、必要
なときに適切にサービス提供ができるよう市民
の理解を促します。また、保育サービスや介護
サービスなどの量的・質的な拡充を進め、安心
して利用できる環境整備に努めます。

決算（見込） 0（人）

児童クラブ
運営事業：
243,196

H29

0（人）

目標値（H33）

0（人）

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、児童クラブ運営事
業を推進していく。

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

ファミリ-サ
ポ-トセンタ
-運営事
業:6,793

数値目標 所管課

―

◆子育て支援拠点事業
・センター型：1ケ所（中央）
・ひろば型：7ケ所

◆ファミリー・サポート・センター　1ケ所（中
央）
・ファミサポ：依頼会員230人、援助会員77
人、両方会員12人、合計319人

ファミリ-サポ
-トセンタ-の
利用者数 こども政策課

（千円）

予算（H29）

基準値（H25）

H29
具体
的施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実

平成28年度 重点目標実績 978（人）

―

H28

育児や介護と仕事の両立を支援するため、保
育サービスや介護サービスを広く周知し、必要
なときに適切にサービス提供ができるよう市民
の理解を促します。また、保育サービスや介護
サービスなどの量的・質的な拡充を進め、安心
して利用できる環境整備に努めます。

決算（見込） 874（人）

ファミリ-サ
ポ-トセンタ
-運営事
業:5,207

 

目標値（H33）

1,000（人）

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

・保育園施設
営繕事業：
101,377

・待機児童対
策事業：
49,873

平成29年度 重点目標 数値目標

具体
的施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実 ◆仕事と育児との両立を支援す

るため、保育を必要とする方が
安心して子どもを預けることがで
きるよう、十分な受入れ数を確保
することに努めた。

H28(28.4.1)

仕事と育児との両立を支援するた
め、保育を必要とする方が安心して
子どもを預けることができるよう、十
分な受入れ数を確保します。

保育園の待
機児童数

保育課

（千円）

予算（H29）

基準値(H24.4.1）

0（人） Ｂ・Ｆ

平成28年度 重点目標実績 31（人）

平成29年度 取組内容

育児や介護と仕事の両立を支援するため、保
育サービスや介護サービスを広く周知し、必要
なときに適切にサービス提供ができるよう市民
の理解を促します。また、保育サービスや介護
サービスなどの量的・質的な拡充を進め、安心
して利用できる環境整備に努めます。

決算（H28） 27(人）

・保育園施設
営繕事業：

49,292
・待機児童対

策事業：
98,208

H29(29.4.1)

3(人)

目標値（H33）

H28

男女共同参画
の視点

Ｂ・Ｆ

H29

Ｂ・Ｆ

H28

Ｂ・Ｆ

H29

男女共同参画
の視点

B・F

H28

Ｂ・Ｆ

H29

男女共同参画
の視点

所管課
◆平成28年度中に小規模保育事業所を公募、2
園選定し、開所のための改修費の一部を補助
し、保育を必要とする児童の受け入れ数を増や
しました。
◆第三保育園の民間移管に向けて、一時保育
室を創設し、一時保育の需要に対応できるように
しました。
◆旭ヶ丘幼稚園の認定こども園化に対し、改修
費等の一部を補助し、保育を必要とする児童の
受け入れ数を増やしました。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度は、受け入れ数の確保や一時保
育需要への対応により、保育園の待機児童数が
減少した。平成29年度は、小規模保育事業を行
う事業者の募集を行い、待機児童数の減少のた
めの取組みを進めていく。
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―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、男女共同参画意識
の把握に努め、意識の高揚、広
範な分野への促進、推進体制
の充実に取り組む。

平成29年度 取組内容
男女共同参画情報誌「かすたねっと」にお
いて、読者にとって身近な男女共同参画
に関する題材を取り上げることで、広く市
民に対して意識の啓発を図る。（全戸配
布・年2回発行）

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

◆男女共同参画週間パネル展
◆男女共同参画月間パネル展
◆男女共同参画情報誌「かすた
ねっと」年2回発行

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

市がめざす男女共同参画社会のイメージ
を周知し、普及させるため、各課が企画す
る講座やイベント等を広報紙やホーム
ページ、　ＳＮＳ等の様々な手段を用い
て、より多くの人に情報発信する。

平成29年度 実施予定事業
◆4月1日号　子育てコーチン
グ、子どもの個性を育む絵本の
世界、時事問題を知るための講
座
◆毎月1日号　相談窓口案内

「男女共同参画という言葉の意
味を知っている市民の割合」を
60.0％にする。

-

―

―

-

―

具体
的施
策

②男女共同参画に関する調査研究と
情報収集・分析の強化

平成28年度 重点目標実績 -

男女共同参画に関する市民の意識を把握
するため、実態調査を継続的に実施しま
す。

決算（見込） -

男女共同
参画推進
事業：466

―

数値目標

施策の方向

所管課

―

◆第6次小牧市総合計画　新基本計画に基づき、市民
の男女共同参画意識を把握するために、施策の推進状
況の把握に努めた。
【27年度実績値】
・男女の区別なく活動できていると思う市民の割合
（54.3％）
・子育て・介護と仕事の両立のための支援が充実してい
ると思う市民の割合（39.7％）
・男女共同参画という言葉の意味を知っている市民の割
合（45.6％）
・男女共同参画をテーマとした各種講座・講演の参加者
数（2,216人）
・審議会等附属機関への女性の登用率（29.5％）
・ウィメンズネットこまきの加入団体数（13団体）
・女性相談の窓口を知っている女性の割合（46.9％）
・女性相談でDV相談が受けられると知っている女性の割
合（70.0％）

―

まなび創造館

（千円）

1 男女共同参画意識の普及・啓発
基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

―

予算（H29）

男女共同
参画推進

事業：
8,383

決算（見込）  

-

H29

47.0（%）

目標値（H33）

60.0（%）

平成29年度 実施予定事業具体
的施
策

①男女共同参画推進のための広報・
啓発活動の充実

平成28年度 重点目標実績

―

1 男女共同参画意識の普及・啓発

―

市がめざす男女共同参画社会のイメージ
を周知し、普及させるため、広報誌やホー
ムページ等、さまざまな手段による啓発活
動を強化します。

男女共同参
画という言
葉の意味を
知っている
市民の割合
基準値（H25）

45.8（%）

H28

所管課

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

予算（H29）

男女共同
参画推進

事業：
8,383

数値目標

―

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 男女共同参画意識の普及・啓発

数値目標 所管課
広報紙やホームページ、SNS等
の様々な手段を用いて、より多く
の人に情報発信する。 ―

広報広聴課

（千円）

予算（H29）

―
-

広報紙やホームページ、SNS等
の様々な手段を用いて、より多く
の人に情報発信する。

具体
的施
策

①男女共同参画推進のための広報・
啓発活動の充実

平成28年度 重点目標実績 -
◆男女共同参画に関する行事・
催事について、広報やSNSへの
掲載・報道機関への情報提供等
を積極的に行い、市民へのPR
に努めた。

―

市がめざす男女共同参画社会のイメージ
を周知し、普及させるため、広報誌やホー
ムページ等、さまざまな手段による啓発活
動を強化します。

決算（見込） -

-
-

―

-

H28

男女共同参画
の視点

A・B

H29

A・B

H28

A

H29

男女共同参画
の視点

まなび創造館

A

H28

E

H29

E

男女共同参画
の視点

【広報掲載記事一覧】
5/1　男女共同参画週間名画鑑賞会　5/15　親子料理講座
6/1　男女共同参画週間パネル展　6/15　女性人材バンク
7/1　こまきみらい塾受講者募集　7/15　キャリアアップパソコン講座
9/15　男女共同参画フォーラムinこまき＆ワイワイっとまつり
10/1　男女共同参画月間パネル展、男女共同参画センターの情報事業を再
構築する
10/15　簿記・経理入門講座
11/1　DV防止週間パネル展、こまきみらい塾受講者募集
12/1　こまきみらい塾特別講座　1/1　男女共同参画審議会委員募集
1/15　国際女性デー名画鑑賞会、男女共同参画普及員
2/1　こまきみらい塾修了式・公開講座
3/1　女性電話相談員養成講座　毎月1日号　相談窓口案内

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆広報を中心に、男女共同参画に関する
行事等を掲載した。平成29年度は、より多く
の市民へのPRのために、記事の内容や紙
面を考慮のうえ、必要に応じて特集する機
会を設けられるよう検討する。

◆男女共同参画情報誌「かすたねっと」を発行し、市民に対して
男女共同参画意識の啓発を促した。
・広報こまき9月15日号及び2月15日号折込（全戸配布）
◆男女共同参画週間（6月23日～29日）にちなみ、男女共同参画
社会の周知と啓発活動のためパネル展を開催した。
・男女共同参画週間パネル展
　東部市民センター（6月3日～9日）
　味岡市民センター（6月15日～22日）
　まなび創造館(6月23日～30日）
◆愛知県が制定している男女共同参画月間にちなみ、男女共同
参画についての関心と理解を深めるためパネル展を実施した。
・男女共同参画月間パネル展
　まなび創造館（10月2日～10日）
　北里市民センター（10月13日～19日）
　味岡市民センター（10月22日～28日）
◆男女共同参画週間及び国際女性デーにちなみ、懸垂幕による
男女共同参画や女性の社会参加についての意識啓発を行った。
・男女共同参画週間（6月23日～29日）
・国際女性デー（3月2日～3月8日）
◆上記事項含め、男女共同参画推進のための情報を市ホーム
ページを通じて、意識啓発に努めた。

11/26



平成28年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告

―

平成29年度 重点目標

平成29年度 実施予定事業

1

―
予算（H29）

（千円）施策の方向

事業費
Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた

意識改革・教育の推進

数値目標平成29年度 重点目標その他平成28年度事業の実績

③家庭・学校・地域における
男女平等教育の推進

学校教育課

-平成28年度 重点目標実績

―

男女共同参画意識の普及・啓発

―

男女共同参画
の視点

―

平成29年度 取組内容

乳幼児健診時の相談、指導を通じて、親
が家庭において子どもの個性を尊重した
教育を実践できるよう支援します。
性別にとらわれることなく、個性や能力に
応じた進路選択ができるような進路指導の
充実を図ります。

具体
的施
策

基
本
目
標

―

-

―

―

-決算（見込）

-

―

実
績

―

-

平成28年度 重点目標

平成29年度 実施予定事業
◆本人、保護者の希望・適正を
第一に考えた進路指導を実施
する。

1

―
予算（H29）

（千円）施策の方向

事業費
Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた

意識改革・教育の推進

数値目標平成29年度 重点目標その他平成28年度事業の実績

③家庭・学校・地域における
男女平等教育の推進

まなび創造館

-平成28年度 重点目標実績

―

男女共同参画意識の普及・啓発

男女共同参画
の視点

平成29年度 取組内容
男女共同参画社会を形成するため
に、全体の見直しを行った講座事業
を通じて、対象となる市民に対して、
男女共同参画の意識啓発を促す。

「男女共同参画という言葉の意
味を知っている市民の割合」を
60.0％にする。

乳幼児健診時の相談、指導を通じて、親
が家庭において子どもの個性を尊重した
教育を実践できるよう支援します。
性別にとらわれることなく、個性や能力に
応じた進路選択ができるような進路指導の
充実を図ります。

具体
的施
策

基
本
目
標

―

-

―

―

-決算（見込）

-

男女共同
参画推進
事業：466

◆男女共同参画を理解し、推進していくた
めの子ども用の副読本「はばたけ未来へ」
について、校長会議、教頭会議及び教務
主任会議の場において利用方法等に関す
る説明を行い、市内小学校16校の5年生を
対象に配布をし、実績調査を行った。
・16校中14校にて利用したと報告あり。

―

実
績

―

男女共同
参画推進

事業：
8,383

平成28年度 重点目標

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、「はばたけ未来へ」
の活用について、小学校全校で
利用してもらえるよう働きかけ、
児童に向けの男女共同参画へ
の理解の促進を図っていく。

目標値（H33）

48（回）

◆平成28年度と同様に乳幼児
健診時の相談・指導を通じて、
親が家庭において子どもの個性
を尊重した教育が実践できるよう
支援します。

-

H28

母子健康
診査事業
：22,285

平成29年度 取組内容

―

乳幼児健診時の相談、指導を通じて、親
が家庭において子どもの個性を尊重した
教育を実践できるよう支援します。
性別にとらわれることなく、個性や能力に
応じた進路選択ができるような進路指導の
充実を図ります。

決算（見込） 48（回）

母子健康
診査事業
：20,131

H29

48（回）

（千円）

F

H29

F

基準値（H25）

具体
的施
策

③家庭・学校・地域における
男女平等教育の推進

平成28年度 重点目標実績 48（回）

―

施策の方向

1 男女共同参画意識の普及・啓発

予算（H29）

数値目標 所管課

―

◆4か月児健診48回：1,199人
◆1歳6か月児健診36回：1,339人
◆3歳児健診36回：1,361人
◆2歳3か月歯科健診24回：1,203人
◆4か月児・1.6か月児、3歳児健診未受診
者に対して、電話・訪問等で受診勧奨。

4か月健診時
自己肯定感
健康教育実

施 保健センター

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

所管課

A

H28

男女共同参画
の視点

H28

Ａ

H29

所管課

H28

A・B

H29

A・B

◆本人（中学3年生1,478人）、保護者の希
望・適正を第一に考えた進路指導を実施し
た。
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―

平成29年度 重点目標

平成29年度 実施予定事業
◆こまなびフェスティバル（生涯
学習団体等が企画運営）開催の
折に分野のよらず男女が分け隔
て無く、共に参画するよう啓発す
る。

「男女共同参画という言葉の意
味を知っている市民の割合」を
60.0％にする。

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

-

-

―

-

―

-

平成29年度 実施予定事業

―

決算（見込）

H29

なし

施策の方向 （千円）

2 男性にとっての男女共同参画

予算（H29）

-

具体
的施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

数値目標

―

◆該当なし

―

こども政策課

―

-

―

なし

H28

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

平成28年度 重点目標実績

―

夫婦や親子での参加も含め、男性も参加
しやすい学習機会を充実させ、家庭にお
ける男女共同参画意識の高揚を図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参加体
験型のプログラムを検討・実施し、男性の
生活面での自立を支援します。

-

市民大学こ
まきみらい
塾運営事
業：2,880

―

-

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

―

-

具体
的施
策

④男女共同参画に関する学習機会の
充実

平成28年度 重点目標実績

生涯学習を通じて、男女共同参画につい
て学習できるよう、学習機会や学習内容の
充実を図ります。
男女の参加意欲を高めるような参加体験
型プログラムを取り入れる等、学習への参
加を促します。

平成29年度 取組内容
男女共同参画社会を形成するため
に、全体の見直しを行った講座事業
を通じて、対象となる市民に対して、
男女共同参画の意識啓発を促す。

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、女性と男性が男女
共同参画について学習すること
ができ、意識改革について学習
することができ、意識改革につな
がる講座を実施する。

―

決算（見込）

数値目標 所管課

―

◆女性と男性が男女共同参画について学習し、
意識改革につながる講座を開設した。
「こまきみらい塾教養課程必修講座」
・小牧市を男女共同参画社会にするために（受
講者10名）
・男女共同参画の変遷（受講者13名）
・リケジョと男女共同参画社会（受講者20名）
「こまきみらい塾専門課程」
・女性と男性が、共に豊に暮らせる社会に向けて
（受講者2名）
「こまきみらい塾始業式・公開講座」
・ひとつひとつ。少しずつ。（参加者280名　講師：
鈴木明子）
「こまきみらい塾修了式・公開講座」
・男らしい、女らしいってなあに（参加者：343名
講師：田嶋陽子）

―

まなび創造館

―

（千円）

-

―

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

1 男女共同参画意識の普及・啓発

予算（H29）

―

1

―
予算（H29）

（千円）施策の方向

事業費
Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた

意識改革・教育の推進

数値目標平成29年度 重点目標

基
本
目
標

―

-

―

-決算（見込）

―
④男女共同参画に関する学習機会の

充実

◆こまなびフェスティバル（生涯学習団体等
が企画運営）開催の折に分野によらず男女
が分け隔て無く、共に参画するよう啓発し
た。
・平成29年1月28日、29日に開催。参加団
体は
47団体
・広報やホームページ等により、参加の啓
発を行った。
・男性が料理をする団体が参加しており、調
理・配膳手伝いのボランティアも男女の区
別なく協力してもらった。

―

平成28年度 重点目標実績

B・D

具体
的施
策

―

男女共同参画意識の普及・啓発

実
績

生涯学習を通じて、男女共同参画につい
て学習できるよう、学習機会や学習内容の
充実を図ります。
男女の参加意欲を高めるような参加体験
型プログラムを取り入れる等、学習への参
加を促します。

平成28年度 重点目標

-

生涯学習
相談事業：

191

生涯学習
相談事業：

191

生涯学習課

-

―

平成29年度 取組内容

―

男女共同参画
の視点

A

男女共同参画
の視点

H28

所管課

男女共同参画
の視点

H28

所管課

H29

B・D・F

H29

A

その他平成28年度事業の実績
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平成29年度 重点目標

男性も参加しやすい学習機会を充
実させ、市公民館・中部公民館市民
企画講座受講者数の内、男性の受
講者数を全体の30%とする。

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容
市民企画講座採用段階で男性
も受講しやすい環境づくりや講
座内容を考慮する。

2（回）

平成29年度 実施予定事業
◆父子及び男性を対象とした料
理講座を各1講座ずつ開催予
定。

具体
的施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

平成28年度 重点目標実績 1（回）
◆男性向け講座及び親子向け
講座を各1講座ずつ実施した。

H28

夫婦や親子での参加も含め、男性も参加
しやすい学習機会を充実させ、家庭にお
ける男女共同参画意識の高揚を図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参加体
験型のプログラムを検討・実施し、男性の
生活面での自立を支援します。

決算（見込） 1（回）

講座開催
事業：277

予算（H29）

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

H29

1（回）

目標値（H33）

―

平成29年度 取組内容

―

数値目標 所管課
男性に向けた男女共同参画についての
学習の機会の提供として、各種講座等を
開催する。男性のみならず、夫婦向け、親
子向け等変化をつけ、様―な層への浸透
を図る。
【数値目標】
男性向け1講座＋夫婦もしくは親子向け1
講座

◆親子で参加する料理講座を開催し、家庭
における男女共同参画意識の高揚を図っ
た。
・親子でスイーツ＆パン講座（受講者16組
32名うち父子1組・託児3組）

◆男性向けに料理講座を開催し、家庭に
おける男女共同参画を促した。
・割烹職人が教える!!男の和食講座（受講
者20名・託児2名）

男性を対象
とした講座

の開催 まなび創造館

基準値（H25）

H28

C

H29

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2 男性にとっての男女共同参画

決算（見込） 1（回）

講座開催
事業：277

H29

1（回）

目標値（H33）

2（回）

平成29年度 実施予定事業
◆父子及び男性を対象とした料
理講座を各1講座ずつ開催予
定。

C

予算（H29）

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

具体
的施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

平成28年度 重点目標実績 1（回）
◆男性向け講座及び親子向け
講座を各1講座ずつ実施した。

H28

夫婦や親子での参加も含め、男性も参加
しやすい学習機会を充実させ、家庭にお
ける男女共同参画意識の高揚を図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参加体
験型のプログラムを検討・実施し、男性の
生活面での自立を支援します。

数値目標 所管課
男性に向けた男女共同参画についての
学習の機会の提供として、各種講座等を
開催する。男性のみならず、夫婦向け、親
子向け等変化をつけ、様々な層への浸透
を図る。
【数値目標】
男性向け1講座＋夫婦もしくは親子向け1
講座

男性を対象
とした講座

の開催 まなび創造館

基準値（H25）

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2 男性にとっての男女共同参画

29.2（%）

市民講座
開催事業：

1,052

H29

10（%）

目標値（H33）

30（%）

平成29年度 実施予定事業
◆各種市民講座の企画・運営を
行うとともに、男性も参加しやす
い学習機会の充実をはかる。

予算（H29）

市民講座
開催事業：

1,052

具体
的施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

平成28年度 重点目標実績 8.1（%）

―

H28

夫婦や親子での参加も含め、男性も参加
しやすい学習機会を充実させ、家庭にお
ける男女共同参画意識の高揚を図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参加体
験型のプログラムを検討・実施し、男性の
生活面での自立を支援します。

決算（見込）

数値目標 所管課

―

◆31の各種市民講座が開講され、554人中
162人の男性が学習に参加した。 市民企画講

座の男性受
講者率 生涯学習課

基準値（H27）

H28

男女共同参画
の視点

A・B・F

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2 男性にとっての男女共同参画

H29

男女共同参画
の視点

C

男女共同参画
の視点

H29

A・B・F

H28

C

◆親子で参加する料理講座を開催し、家庭にお
ける男女共同参画意識の高揚を図った。
・親子でスイーツ＆パン講座（受講者16組32名う
ち父子1組・託児3組）

◆男性向けに料理講座を開催し、家庭における
男女共同参画を促した。
・割烹職人が教える!!男の和食講座（受講者20
名・託児2名）

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度の重点目標については達成でき
たが、親子講座の親の多くは母親であったため、
平成29年度は父親に限定して、親子を講座を開
催し、より男性に向けての家庭における男女共同
参画の推進を図る。
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―

平成29年度 実施予定事業
◆平成28年度と同様にパパマ
マ教室を通して夫婦が家庭にお
いてお互いを尊重して育児でき
るよう支援します。

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き資料の配布を通じて
周知を行う。
愛知県と「イクボスセミナー」を共
催し、職場の環境改善に向けた
啓発に努める。

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

広報紙やホームページ、SNS等
の様々な手段を用いて、より多く
の人に情報発信する。

平成29年度 取組内容
各課が企画する講座やイベント等を
広報紙やホームページ、SNS等の
様々な手段を用いて、より多くの人
に情報発信する。

―

平成29年度 重点目標

6（回）

目標値（H33）

6（回）

具体
的施
策

②男性の抱える課題・問題への対応
平成28年度 重点目標実績 6（回）

―

H28

現在、男性が家事・育児・介護に携わるた
めには、職場の環境や男性自身の抵抗感
が課題です。男性が家事・育児・介護に参
画しやすい環境づくりに努め、市民の意識
啓発を促します。

決算（見込） 6（回）

母子保健
指導事業：

60

数値目標 所管課

―

◆パパママ教室6回：272人
  （男性131人、女性135人、その他6人）

パパママ教
室開催

保健センター

基準値（H25）

予算（H29）

母子保健
指導事業：

60

H29

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2 男性にとっての男女共同参画

-

-

―

-

―

-

予算（H29）

-

具体
的施
策

②男性の抱える課題・問題への対応
平成28年度 重点目標実績 -

―

―

現在、男性が家事・育児・介護に携わるた
めには、職場の環境や男性自身の抵抗感
が課題です。男性が家事・育児・介護に参
画しやすい環境づくりに努め、市民の意識
啓発を促します。

決算（見込）

数値目標 所管課

―

◆ファミリーフレンドリー企業の登録制度に
関する周知活動（パンフレットの商工振興
課窓口での５部配布・市HP掲載）を継続し
て行った。
◆「あいち仕事と生活の調和行動計画」を
商工振興課窓口にて５部配布した。
◆愛知県と「イクボスセミナー」を共催し、職
場の環境改善に向けた啓発に努めた。

―

商工振興課

―

H28

D

H29

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2 男性にとっての男女共同参画

現在、男性が家事・育児・介護に携わるた
めには、職場の環境や男性自身の抵抗感
が課題です。男性が家事・育児・介護に参
画しやすい環境づくりに努め、市民の意識
啓発を促します。

決算（見込） -

-

―

-

―

-

平成29年度 実施予定事業
◆4月1日号　父と子のパン作り

―

A・B

予算（H29）

-

具体
的施
策

②男性の抱える課題・問題への対応
平成28年度 重点目標実績 -

―

―

（千円）

2 男性にとっての男女共同参画

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆男女共同参画に関する行事・催事につ
いて、広報やSNSへの掲載・報道機関への
情報提供等を積極的に行い、市民へのPR
に努めた。
【広報掲載記事一覧】
9月1日号　男性向け料理講座

―

広報広聴課

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

H28

男女共同参画
の視点

A・B

H29

男女共同参画
の視点

D

H28

A

H29

A

男女共同参画
の視点
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◆引き続き、男性が家事・育児・
介護に参画しやすくするための
講座を企画し、男女共同参画へ
の意識改革の機会を設ける。

市内の高校全校（5校）に、男女がそれぞ
れの性の特徴を学び、互いに相手の人格
を尊重し、理解しあって生きる「性に関す
る指導」の充実及び定着を図ります。

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容
未実施校2校に対して、実施校（小
牧高校全日制）の協力を得て、授業
公開を実施し、次年度以降の実施
に向けて協議する。

平成29年度 実施予定事業

―

平成29年度 取組内容

◆親子健康手帳交付時の妊婦
支援、保健連絡員による赤ちゃ
ん訪問、乳幼児健診など、母子
保健事業の充実により、母子の
健康づくりを支援します。

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 実施予定事業

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 重点目標

男女がそれぞれの性の特徴を学び、互い
に相手の人格を尊重し、理解しあって生き
る態度を育てる「性に関する指導」の充実
を図ります。
子育てへの関心や将来、親となる者として
の意識の醸成を図ります。

決算（見込） 26（校）

生と性育み
推進事業：

344

H29

30（校）

目標値（H33）

30（校）

◆各校の現状や要望に合わせて、男女がそれぞ
れの性の特徴を学び、互いに相手の人格を尊重
し、理解しあって生きる態度を育てる「性に関する
指導」の充実を図ります。
子育てへの関心や将来、親となる者としての意識
の醸成を図ります。

◆男女がそれぞれの性の特徴を学び、互いに相
手の人格を尊重し、理解しあって生きる「性に関
する指導」の充実を図ります。
◆平成26年度までは、市内の小中学校を対象に
実施してきたが、平成27年度にモデル的に高校
で1校実施、次年度以降は、市内の高校全校（5
校）に広げていきたい。

生と性のカリ
キュラムの
実施（小学
校・中学校） 保健センター

基準値（H25）

H28

A

予算（H29）

25（校）
◆男女がそれぞれの性の特徴を学び、互
いに相手の人格を尊重し、理解しあって
生きる「性に関する指導」の充実を図りまし
た。
◆平成26年度までは、市内の小中学校を
対象に実施してきましたが、平成27年度
にモデル的に高校で1校実施、平成28年
度は3校で実施しました。平成29年度は市
内の高校全5校を対象に公開授業研究を
開催する予定です。

H28

事業費

施策の方向 （千円）

3 子どもにとっての男女共同参画

数値目標

生と性育み
推進事業：

389

具体
的施
策

①さまざまな教育の場における
男女平等の促進

平成28年度 重点目標実績

講座開催
事業：277

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

具体
的施
策

②男性の抱える課題・問題への対応
平成28年度 重点目標実績 -

―

―

現在、男性が家事・育児・介護に携わるた
めには、職場の環境や男性自身の抵抗感
が課題です。男性が家事・育児・介護に参
画しやすい環境づくりに努め、市民の意識
啓発を促します。

決算（見込） -

数値目標 所管課

―

◆親子で参加する料理講座を開催し、家庭
における男女共同参画意識の高揚を図っ
た。
・親子でスイーツ＆パン講座（受講者16組
32名うち父子1組・託児3組）

◆男性向けに料理講座を開催し、家庭に
おける男女共同参画を促した。
・割烹職人が教える!!男の和食講座（受講
者20名・託児2名）

―

まなび創造館

―

B

予算（H29）

B

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2 男性にとっての男女共同参画

90.6（%）

地区組織活動事業：

1,299

母子保健指導事業：

2,540（内102再掲）

生と性育み推進事業：

108,000

母子健康診査指導事

業：156,467（内20,029

再掲）

H29

95（%）

目標値（H33）

95（%）

平成29年度 実施予定事業

予算（H29）

地区組織活動事業：

1,456

母子保健指導事業：

2,017（内162再掲）

生と性育み推進事業：

1,440

母子健康診査指導事

業179,442（内22,123再

掲）

具体
的施
策

②男性の抱える課題・問題への対応
平成28年度 重点目標実績 92.7（%）

―

H28

現在、男性が家事・育児・介護に携わるた
めには、職場の環境や男性自身の抵抗感
が課題です。男性が家事・育児・介護に参
画しやすい環境づくりに努め、市民の意識
啓発を促します。

決算（見込）

（千円）

2 男性にとっての男女共同参画

数値目標 所管課

―

◆親子健康手帳交付時の健康相談数：
1,172人
◆妊婦及び乳児健康診査補助を実施
◆県外医療機関妊婦及び乳児健康診査補
助を実施
◆保健連絡員赤ちゃん訪問：1,133件（不
在訪問は除く）
◆助産師の新生児訪問：365件(うち双児5
組)
乳幼児健診（再掲）
◆4か月児健診48回：1,199人
◆1歳6か月児健診36回：1,339人
◆3歳児健診36回：1,361人
◆2歳3か月歯科健診24回：1,203人
◆母親歯科健診48回：1,151人

親子健康手
帳個別交付

率 保健センター

基準値（H25）基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

H29

F

H28

H28

男女共同参画
の視点

F

H29

男女共同参画
の視点

A

男女共同参画
の視点

所管課

H29

◆生と性のカリキュラム推進
・小学校性教育実施数：16校
・中学校性教育実施数：7校
・高校生性教育実施数：3校

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度は、高校3校で「性に関する
指導」の実施ができた。平成29年度は、新
たに2校増やした高校全5校で実施できるよ
う働きかける。
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平成29年度 実施予定事業
◆引き続き幼稚園・保育園での
体験学習を推進する。

平成29年度 取組内容
「生と性のカリキュラム―改訂版
―」に基づく授業実践を推進す
ると共に、一部のみ実施校にお
いて実施に向けた検討を行う。

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 実施予定事業

―

H29

9（校）

目標値（H33）

9（校）

具体
的施
策

②学校教育の場からの
キャリア教育の推進

平成28年度 重点目標実績 9（校）

―

H28

子どもたちが社会の一員としての役割を果
たすとともに、それぞれの個性、持ち味を
最大限発揮しながら自立して生きていくこ
とができるよう、キャリア教育を推進してい
きます。

決算（見込） 9（校）

-

数値目標 所管課

―

◆キャリア教育の中で、中学2年生のうち
194人が幼稚園・保育園のべ52事業所で体
験学習を実施した。

職業体験実
習の実施
（中学校） 学校教育課

基準値（H25）

予算（H29）

-

B

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

3 子どもにとっての男女共同参画

決算（見込） 17（校）

-

25（校）

平成29年度 実施予定事業
◆「生と性のカリキュラム―改訂
版―」に基づく授業実践を推進
する。

H29

19（校）

目標値（H33） H29

予算（H29）

男女共同参画
の視点具体

的施
策

①さまざまな教育の場における
男女平等の促進

平成28年度 重点目標実績 -
◆命を尊び、自他ともに認めあう
人間形成のため、生と性のカリ
キュラムを小中学校において実
施した。

H28

男女がそれぞれの性の特徴を学び、互い
に相手の人格を尊重し、理解しあって生き
る態度を育てる「性に関する指導」の充実
を図ります。
子育てへの関心や将来、親となる者として
の意識の醸成を図ります。

施策の方向 （千円）

3 子どもにとっての男女共同参画

数値目標

-

命を尊び、自他ともに認めあう人
間形成のため、生と性のカリキュ
ラムを小中学校において積極的
に実施する。

生と性のカリ
キュラム（2
時間）の完
全実施校数

基準値

生と性のカリキュラム（２時間）の
完全実施。

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

具体
的施
策

①さまざまな教育の場における
男女平等の促進

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

男女がそれぞれの性の特徴を学び、互い
に相手の人格を尊重し、理解しあって生き
る態度を育てる「性に関する指導」の充実
を図ります。
子育てへの関心や将来、親となる者として
の意識の醸成を図ります。

決算（見込） -

-

数値目標 所管課

―

◆該当なし

―

こども政策課

―

なし

予算（H29）

-
基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

3 子どもにとっての男女共同参画

H28

男女共同参画
の視点

なし

H29

A

H28

Ｂ

H29

所管課

学校教育課

H28

Ａ

男女共同参画
の視点

◆平成26年度に作成した「生と性のカリキュ
ラム－改訂版－」に基づく授業実践を実施
した。
・小中学校全校（小1～中3）において、生と
性のカリキュラムにより各学年２時間計画さ
れている。完全実施した学校は小学校12
校、中学校５校。小学校３校が１時間実施、
小学校１校が特定の学年のみ１時間実施、
中学校４校が１時間実施。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆生と性のカリキュラムは、小中学校全校
全学年で2時間計画されているが、完全実
施できていない学校もある。平成29年度
は、完全実施できていない学校での実施に
向けた検討を行う必要がある。
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施設入所待機者の状況や保険
料への影響を勘案し、実情に応
じた施設の整備を進める。

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

◆地域密着型サービスを運営する事業者を公募
し、補助金を交付する。
◆ケアプランをチェックするとともに、給付費通知
を送付する。
◆第７次高齢者保健福祉計画を策定する。

ひとり親家庭の生活支援や就業に関する相談窓
口について、広報やホームページなどで周知を
図り、面接相談やＥメールによる相談体制を確立
する。

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

必要な方に適切な支援を提供
する。

平成29年度 重点目標

平成29年度 実施予定事業
（障がい者）
◆計画に基づき、事業を推進する。
◆福祉ガイドブックを作成する。
◆事業所一覧を作成する。
◆相談支援員を配置する。

②ひとり親家庭の生活の安定・
自立のための支援

具体
的施
策

◆新たにＥメールでのひとり親
相談の受付を開始し、またHPに
掲載されているひとり親家庭に
関する情報をまとめ、ひとり親家
庭総合案内ページを作成する。

H29

-

目標値（H33）

平成28年度実績評価・29年度の課題等

平成28年度 重点目標実績 1,007（件）
◆母子・父子相談窓口につい
て、広報やホームページなどで
周知を図った。

H28

家庭児童相談、ひとり親家庭相談の充実、
就労支援等を通じ、ひとり親家庭の自立を
支援します。

決算（見込） 1,062（件）

3款3項3目
のうち

26,751(手
当支給事
業除く ) 1,100（件）

平成29年度 実施予定事業

数値目標 所管課
母子・父子相談窓口について、
広報やホームページなどで周知
を図り、ひとり親家庭の生活の安
定や自立を目指す。

母子・父子
相談件数

こども政策課

基準値（H25）

予算（H29）

3款3項3目
のうち

26,751(手
当支給事
業除く )

◆ひとり親相談について、広報やホーム
ページなどで周知を図った。
◆　「ひとり親家庭のしおり」の内容を見直し
を行い、掲載情報を精査し、よりわかりやす
いものとした。
ひとり親相談件数：延べ１,０62件 新たにＥメールでのひとり親相

談の受付を開始し、時間調整が
困難な方からの相談にも対応可
能な体制を整える。

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

1 安心して生活するための環境づくり

―

-

―

-

平成29年度 実施予定事業
◆地域密着型サービスを運営する事業者
の公募と補助金の交付
◆ケアプランのチェックと給付費通知の送
付
◆第７次高齢者保健福祉計画の策定

具体
的施
策

①高齢者や障がい者の生活の安定・
自立のための支援

平成28年度 重点目標実績 -
◆特別養護老人ホームを整備する
事業者に対して補助金を交付した。
◆地域密着型サービスを運営する
事業者を公募し、補助金を交付し
た。
◆ケアプランをチェックし、給付費通
知を送付した。

―

高齢者や障がい者が、介護保険制度や支
援費制度によるサービスを円滑に利用で
きるような環境づくりに努め、高齢者や障
がい者の生活の自立を支援します。

決算（見込） -

高齢者福
祉施設整
備補助事

業等：
159,198

1 安心して生活するための環境づくり

数値目標 所管課
要介護・要支援認定者が、介護サービス
を円滑に利用することができるように、施
設入所待機者の状況や、保険料への影
響を勘案し、実情に応じて必要な介護
サービスの基盤整備を図るとともに、個々
のニーズにあった効果的なサービス提供
が行なわれるように、給付の適正化を図
る。

―

介護保険課

―

予算（H29）

地域密着
型サ-ビス
施設整備
補助事業

等：
274,641

―

-

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

具体
的施
策

①高齢者や障がい者の生活の安定・
自立のための支援

平成28年度 重点目標実績 -
◆障がいのある人が地域で自立
した日常生活を送ることができる
ように、訪問系サービスや日中
活動系サービスなどの支援、拡
充に努めた。

―

高齢者や障がい者が、介護保険制度や支
援費制度によるサービスを円滑に利用で
きるような環境づくりに努め、高齢者や障
がい者の生活の自立を支援します。

決算（見込） -

-

予算（H29）

-

―

-

平成29年度 取組内容
自立支援協議会の相談支援事業所連絡
会において、相談業務における情報共有
及び課題の整理等を行い、相談支援の質
の向上を図り、適切なサービス提供に努
める。

施策の方向 （千円）

1 安心して生活するための環境づくり

数値目標 所管課
障がいのある人が地域で自立し
た日常生活を送ることができるよ
うに、訪問系サービスや日中活
動系サービスなどの支援、拡充
を進めます。

―
長寿・障がい福

祉課

―基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

H29

B・D・F

H28

Ｆ

H28

男女共同参画
の視点

B・D・F

H29

男女共同参画
の視点

B・E

男女共同参画
の視点

F

H28

B・E

H29

（障がい者）
◆第二次障がい者計画（後期計画）に基づき、
事業を推進した。
◆福祉ガイドブックを1400部作成し、関係者へ配
布した。
◆事業所一覧を2000部作成し、関係者へ配布し
た。
◆相談支援員を市内一般相談支援事業所4箇
所へ4人、3人、3人、2人の計12人配置した。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度は、相談支援員を計12人配
置した。平成29年度は、相談支援員の受け
た相談内容の把握やそこから生じる問題の
解決等に取組み、相談の質の向上に努め
る必要がある。

◆要介護認定者が、介護サービスを円滑に利用すること
ができるように、特別養護老人ホームを整備する事業者
に対して補助金を交付した。また、地域密着型サービス
を運営する事業者を公募し、事業者に対して補助金を
交付した。（特別養護老人ホーム：84,000千円　地域密
着型サービス：74,367千円）
◆介護給付の適正化を図るために、ケアプランのチェッ
クを実施し、利用者に対して給付費通知を送付した。（ケ
アプランチェック：68プラン　通知：14,024通）

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆介護サービスを円滑に利用できるように事業を
推進するとともに、今後の高齢者保健、福祉、介
護施策の方向性を明らかにし、地域と共同して
事業を円滑に実施していくための指針である「第
7次高齢者保健福祉計画」を策定する。

◆平成28年度は、ひとり親相談の周知だけでな
く、「ひとり親家庭のしおり」の見直しを行い、より
利用しやすいものとした。平成29年度は、相談体
制の充実のために、ひとり親相談の受付方法とし
て新たにＥメールによる受付を開始する。
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平成29年度 重点目標

自立支援協議会の相談支援事業所連絡
会において、相談業務における情報共有
及び課題の整理等を行い、相談支援の質
の向上を図り、適切なサービス提供に努
める。

平成29年度 実施予定事業
（高齢者）各地域で活動する単位老人クラブに対
し、補助金等の支援を実施する。
（障がい者）
◆計画に基づき、事業を推進する。
◆福祉ガイドブックを作成する。
◆事業所一覧を作成する。
◆相談支援員を配置する。

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、経済的に困難な状
況にある女性を対象としたパソコ
ン講座を開催し、自立のための
手段となる機会を提供する。（1
講座実施予定）

―

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容

―

―

-
-

―

-

予算（H29）

―
具体
的施
策

③地域における各種生活支援の充実
平成28年度 重点目標実績 -

◆障がいのある人が地域で自立
した日常生活を送ることができる
ように、訪問系サービスや日中
活動系サービスなどの支援、拡
充に努めた。

施策の方向

高齢者や障がい者等の日常的な生活課
題を、地域でサポートしようとする意識づく
りを進め、地域福祉の推進を図ります。

決算（見込） -

数値目標 所管課
障がいのある人が地域で自立し
た日常生活を送ることができるよ
うに、訪問系サービスや日中活
動系サービスなどの支援、拡充
を進めます。

―
長寿・障がい福

祉課

―

―

-

必要な方に適切な支援を提供
する。

平成29年度 取組内容
基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

H29

（千円）

1 安心して生活するための環境づくり

高齢者や障がい者等の日常的な生活課
題を、地域でサポートしようとする意識づく
りを進め、地域福祉の推進を図ります。

決算（見込） -

-

―

-

―

施策の方向 （千円）

1 安心して生活するための環境づくり

-

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き会員の増強を目指
し、養成講座の開催とボランティ
ア勉強会を開催し活動の活性
化を図る。

―

―

事業費
数値目標

-

具体
的施
策

③地域における各種生活支援の充実
平成28年度 重点目標実績

― 予算（H29）

-

―

女性活動
推進事業：

8,606

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

所管課

―

まなび創造館

―

C

予算（H29）

C

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531
-

―

家庭児童相談、ひとり親家庭相談の充実、
就労支援等を通じ、ひとり親家庭の自立を
支援します。

数値目標

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

―

決算（見込） -具体
的施
策

②ひとり親家庭の生活の安定・
自立のための支援

平成28年度 重点目標実績

事業費

施策の方向 （千円）

1 安心して生活するための環境づくり

―

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

H28

男女共同参画
の視点

H29

男女共同参画
の視点

B

H28

B・D・F

H29

所管課

福祉総務課

H28

B

B・D・F

男女共同参画
の視点

（高齢者）
◆各地域で活動するする単位老人クラブ77クラブに対
し、補助金の交付等の支援を実施した。
（障がい者）
◆第二次障がい者計画（後期計画）に基づき、事業を推
進した。
◆福祉ガイドブックを1400部作成し、関係者へ配布し
た。
◆事業所一覧を2000部作成し、関係者へ配布した。
◆相談支援員を市内一般相談支援事業所4箇所へ4
人、3人、3人、2人の計12人配置した。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度は、相談支援員を計12人配
置した。平成29年度は、相談支援員の受け
た相談内容の把握やそこから生じる問題の
解決等に取組み、相談の質の向上に努め
る必要がある。

◆ボランティア養成講座を開催することで、
会員の増強を図った。
・手話ボランティア養成講座（昼の部：全12
回、参加者5名、加入者2名）　（夜の部：開
講中止）
・要約筆記ボランティア養成講座（全6回、
参加者6名、加入者1名）
・音訳ボランティア養成講座（全10回、参加
者４名、加入者3名）
・点訳ボランティア養成講座（全10回・開講
中止）
・お話し相手（傾聴）ボランティア養成講座
（全3回、参加者17名、加入者16名）
・障がい者ガイドボランティア養成講座（全2
回、参加者15名、加入者5名）

◆経済的に困難な状況にある女性を対象
に「就労支援パソコン講座」を実施し、自立
のための手段となる機会を提供した。

・就労支援パソコン講座
「初心者さん大歓迎！一日集中パソコン講
座」
基礎編・Word編・Excel編（各全2回）
（受講者数：基礎編8人・Word編9人・Excel
編9人）
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◆前年度と同様に実施してい
く。

平成29年度 実施予定事業
◆小学校2校（桃ヶ丘小、大城
小）で人権教室を実施する。

―

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容

―

多文化共生実現のための課題
解決に取り組み、外国人市民の
生活における不安を解消するよ
う働きかける。

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

女性をはじめ、子ども、高齢者、障がい
者、外国人等のさまざまな人権問題への
正しい認識を育む啓発を行います。

決算（見込） -

-

―

-

―

-

平成29年度 実施予定事業

―

H28

H29

予算（H29）

-

具体
的施
策

①人権教育・啓発の充実
平成28年度 重点目標実績 -

―

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

数値目標 所管課

―

◆人権週間に、全小中学校で一斉に人権
に関する授業、集会、講和等を行った。
・授業（道徳23校、社会10校、国語３校、学
級活動14校、総合４校）、集会４校、　講話
22校

―

学校教育課

-

人権擁護
事業：366 ―

-

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

―

-

具体
的施
策

①人権教育・啓発の充実
平成28年度 重点目標実績 -

◆11/29(火)陶小学校(42人参
加)、12/5(月)北里小学校(92人
参加）の2校で実施。計134人参
加。

―

女性をはじめ、子ども、高齢者、障がい
者、外国人等のさまざまな人権問題への
正しい認識を育む啓発を行います。

決算（見込）

人権擁護
事業：533

現在小学校２年生を対象に実施
している「人権教室」を中学校で
も実施する。

平成29年度 取組内容
◆中学校での人権教室の実施に向けて、教育委
員会、中学校と調整を行う。
◆小学校については、平成２９年度から２順目に
入るため、内容の見直しも行う。

事業費

（千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

平成29年度 重点目標

―

-

数値目標
12月4日～10日の人権週間にあ
わせ、人権擁護委員が学校に
出向いて小学校低学年対象の
人権教室を実施し、この時期か
らの人権意識の高揚を図る。（2
校ずつ輪番で実施）

―

―

予算（H29）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

具体
的施
策

④外国人女性やその家族が
安心して生活できる環境づくり

施策の方向

平成28年度 重点目標実績

基
本
目
標

-

事業費

外国人相談員や各課の通訳者
に聞き取りを行い、現状の課題
を浮き彫りにし、その対策を検討
する。

（千円）

-
◆ごみの分別方法や納税期限のお知らせ、健康診断のお
知らせなど、生活に必要な情報の提供を外国人市民に行
うため、外国語版の生活情報誌を発行した。
○発行言語：ポルトガル語、スペイン語、英語、中国語、や
さしい日本語
○発行部数：4000部/月
・母子健診や育児教室等のお知らせなどの外国人女性を
対象とした情報を毎月掲載した。
・納税期限のお知らせを毎月掲載した。
・外国人市民のための相談窓口のお知らせを毎月掲載し
た。

―

決算（見込） -

多文化共
生推進事

業:
10,264

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

シティプロモー
ション課

―

予算（H29）

多文化共
生推進事

業:
10,800

―

外国人の方は、言葉の違いや文化・価値
観の違い、地域における孤立等により、日
本人よりも困難な状況に置かれている可能
性があります。男女共同参画の観点から
も、外国人の方を対象とした支援を進めて
いきます。

平成29年度 実施予定事業
◆外国人相談員・各課通訳者
への聞き取り調査
◆外国語版生活情報誌の発行

実
績

1 安心して生活するための環境づくり

数値目標
・外国語版生活情報誌の発行
◆発行言語：ポルトガル語、スペイン語、英語、
中国語、やさしい日本語・発行部数：4000部
◆ごみの分別方法や納税期限のお知らせ、健康
診断のお知らせなど、生活に必要な情報の提供
を行う。特に、母子健診や育児教室等のお知ら
せなどの情報を積極的に掲載し、外国人女性や
その家族が安心して生活できる環境づくりを目指
す。

―

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

施策の方向

H29

E

H28

F

H28

男女共同参画
の視点

Ｅ

所管課

H29

男女共同参画
の視点

所管課

市民安全課

B

男女共同参画
の視点

F

Ｂ

◆市内で行っている日本語教室に出向き、
外国語版生活情報誌の紹介と聞き取りを
行った。絵が多いと分かりやすいといった意
見や、目次が小さいのでもっと大きくしてほ
しいなどといった意見があった。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度に聞き取りを行った外国語版
生活情報誌に対する意見を反映させ、外国
人市民がより利用しやすい外国語版生活
情報誌の発行に努める。

◆11月20日（日）いきいきこまきの会場で人
権擁護委員のブースを設け、人権意識の
啓発を図った。
◆12月の人権週間に合わせて12月5日
（月）～12日（月）、まなび創造館で人権啓
発パネル展示を行い、広く人権問題の啓発
を行った。

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆平成28年度をもって小学校への人権教室が1
順したため、平成29年度は内容の見直しを行
い、より実状に即した内容で人権教室が実施で
きるようにする。また、中学校での人権教室実施
のための調整を、関係各所と調整を進める。
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平成29年度 取組内容
DV、ストーカー行為等に係る悩みごとの相談を
福祉総務課窓口にて受け付け、相談の内容に応
じて警察署、女性相談所等の連携を取り、新しい
居住地の確保や加害者からの隔離、生活に必要
な金銭の扶助等を実施する。

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、福祉総務課窓口に
て相談を受け付け、関係部署と
連携を取り、必要な保護を実施
する。

◆男女共同参画講座や情報事
業において、人権や男女共同
参画に関する学習する機会を設
ける。

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 重点目標

ＤＶ等の被害者が安定した生活
を送れるよう必要な保護を実施
する。

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 実施予定事業

-

社会福祉
総務一般
事業：12

―

-

―

-

予算（H29）

社会福祉
総務一般
事業：300

具体
的施
策

③男女間における暴力の根絶
平成28年度 重点目標実績 -

◆平成28年度中に悩みごとの
相談を5件受け付け、うち1件に
ついては生活保護制度にて必
要な扶助を実施した。

―

ドメスティック・バイオレンス（DV）、ストー
カー行為等さまざまな人権問題に関する
悩み事相談の体制の充実を図ります。
男女をとりまくさまざまな悩みごとを救済す
るため、関係機関によるネットワークを構築
します。

決算（見込）

（千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課
ドメスティック・バイオレンス（DV）、ストー
カー行為等に係る悩みごとの相談を福祉
総務課窓口にて受け付け、相談の内容に
応じて警察署、女性相談所等の連携を取
り、新しい居住地の確保や加害者からの
隔離、生活に必要な金銭の扶助等を実施
する。

―

福祉総務課

―

-

平成29年度 実施予定事業
◆男女共同参画講座におい
て、情報の評価・分析をする能
力の向上につながる学習をする
機会を設ける。

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

具体
的施
策

②メディア・リテラシー（メディアの情報を
主体的に読み解く力）の向上

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

情報のもたらす影響力の大きさを知り、メ
ディアの情報を客観的に評価・分析する力
を養うための啓発活動を行うとともに、教
育・学習機会を充実させます。

決算（見込） -

市民大学こ
まきみらい
塾運営事
業：3,965

―

H28

B

H29

予算（H29）

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

―

-

―

男女共同参画
の視点

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

数値目標 所管課

―

◆人権のみならず社会情勢に関する講座
を開催し、情報を評価・分析する能力を向
上する機会を設けた。
「こまきみらい塾教養課程」
・時事問題を知るための講座①（受講者45
名）
・時事問題を知るための講座②（受講者44
名）

―

まなび創造館

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

具体
的施
策

①人権教育・啓発の充実
平成28年度 重点目標実績 -

―

―

女性をはじめ、子ども、高齢者、障がい
者、外国人等のさまざまな人権問題への
正しい認識を育む啓発を行います。

決算（見込） -

市民大学こ
まきみらい
塾運営事
業：2,880

数値目標 所管課

―

◆小牧市民大学こまきみらい塾において人
権や男女共同参画に関する講座を開設し
た。
「こまきみらい塾教養課程必修講座」
・小牧市を男女共同参画社会にするために
（受講者10名）
・男女共同参画の変遷（受講者13名）
・リケジョと男女共同参画社会（受講者20
名）

―

まなび創造館

―

A

予算（H29）

男女共同
参画講座
開催事業：

3,531

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

H28

男女共同参画
の視点

A

H29

B

H28

C

H29

C

男女共同参画
の視点

◆平成28年度は、保護が必要な方に対し、警察
署等と連携を取り、適切な対応ができた。平成29
年度も引き続き、保護が必要な方に対し、適切な
対応ができるよう関係部署との速やかに連携でき
る環境づくりに努める。

◆随時福祉総務課窓口にて相談を受け付
け、警察署、こども政策課、女性相談所等と
連携を取り、必要な保護を実施した。
・DV対象住宅等借上数 　2件

平成28年度実績評価・29年度の課題等

21/26



平成28年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告

―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、「まなび女性相談」及び「女性電話相談」を開
設する。
◆相談窓口についての周知を図るため、より多くの市内の
施設等に相談窓口の案内を設置してもらうよう働きかける。
◆引き続き、DV対策連絡会議を開催し、関係各課と情報
交換を行うことで、相談者の支援に努める。

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 重点目標

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、「まなび女性相談」及び「女性電話相談」を開
設する。
◆相談窓口についての周知を図るため、より多くの市内の
施設等に相談窓口の案内を設置してもらうよう働きかける。
◆引き続き、DV対策連絡会議を開催し、関係各課と情報
交換を行うことで、相談者の支援に努める。

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 重点目標

-

平成29年度 実施予定事業
◆いきいきこまきでの啓発活動
◆人権啓発パネル展示

具体
的施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティック・
バイオレンス（DV)、ストーカー行為、児童
虐待等、さまざまな人権問題に関する情報
提供や関係法令の周知等により、問題の
防止に努めます。

決算（見込） -

人権擁護
事業：366

―

H28

F

H29

予算（H29）

人権擁護
事業：533

―

-

―

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

数値目標 所管課

―

◆11月20日（日）いきいきこまきの会場で人
権擁護委員のブースを設け、人権意識の
啓発を図った。
◆12月の人権週間に合わせて12月5日
（月）～12日（月）、まなび創造館で人権啓
発パネル展示を行い、広く人権問題の啓発
を行った。

―

市民安全課

H29

 

目標値（H33）

77.0（%）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

具体
的施
策

③男女間における暴力の根絶
平成28年度 重点目標実績 69.7（%）

―

H28

ドメスティック・バイオレンス（DV）、ストー
カー行為等さまざまな人権問題に関する
悩み事相談の体制の充実を図ります。
男女をとりまくさまざまな悩みごとを救済す
るため、関係機関によるネットワークを構築
します。

決算（見込）  

女性活動
推進事業：

8,606

数値目標 所管課

―

◆女性のための悩みごと相談窓口として「まなび女性相談」及び
「女性電話相談」を開設。女性相談員を配置し、相談者にとって
相談しやすい環境を整えた。
◆まなび女性相談
　毎週水・金曜日（第5水・金を除く）　午前10時～午後4時
　【Ｈ28年度実績】
　相談件数：403件（面接相談：123件、電話相談：280件）
　　〔内ＤＶ相談18件（面接相談：18件、電話相談：0件）〕
◆女性電話相談
　毎週月・火・木曜日・第5水・金曜日　午前10時～午後4時
　毎週金曜日　午後7時～午後8時30分
　【H28年度実績】
　相談件数：400件〔内ＤＶ専用相談22件〕
◆DV等の相談のための相談カードを作成し、市内各施設に設置
を依頼することで、相談窓口の周知を図った。
◆DV被害者に直接又は間接に関わる課や関係機関の連携を図
るため、小牧市DV対策連絡会議を設置し、情報の共有を図った。
・小牧市ＤＶ対策連絡会議：5月16日開催
・DVに係る担当職員向け研修会：8月24日開催

女性相談で
DV相談が

受けられると
知っている
女性の割合

まなび創造館

基準値（H25）

E

予算（H29）

男女共同
参画推進

事業：
8,383

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

 

女性活動
推進事業：

8,606

H29

 

目標値（H33）

60.0（%）

予算（H29）

男女共同
参画推進

事業：
8,383

具体
的施
策

③男女間における暴力の根絶
平成28年度 重点目標実績 52.1（%）

―

H28

ドメスティック・バイオレンス（DV）、ストー
カー行為等さまざまな人権問題に関する
悩み事相談の体制の充実を図ります。
男女をとりまくさまざまな悩みごとを救済す
るため、関係機関によるネットワークを構築
します。

決算（見込）

数値目標 所管課

―

◆女性のための悩みごと相談窓口として「まなび女性相談」及び
「女性電話相談」を開設。女性相談員を配置し、相談者にとって
相談しやすい環境を整えた。
◆まなび女性相談
　毎週水・金曜日（第5水・金を除く）　午前10時～午後4時
　【Ｈ28年度実績】
　相談件数：403件（面接相談：123件、電話相談：280件）
　　〔内ＤＶ相談18件（面接相談：18件、電話相談：0件）〕
◆女性電話相談
　毎週月・火・木曜日・第5水・金曜日　午前10時～午後4時
　毎週金曜日　午後7時～午後8時30分
　【H28年度実績】
　相談件数：400件〔内ＤＶ専用相談22件〕
◆DV等の相談のための相談カードを作成し、市内各施設に設置
を依頼することで、相談窓口の周知を図った。
◆DV被害者に直接又は間接に関わる課や関係機関の連携を図
るため、小牧市DV対策連絡会議を設置し、情報の共有を図った。
・小牧市ＤＶ対策連絡会議：5月16日開催
・DVに係る担当職員向け研修会：8月24日開催

女性相談を
知っている
女性の割合 まなび創造館

基準値（H25）

H28

男女共同参画
の視点

E

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

H29

E

H28

E

H29

男女共同参画
の視点

F

男女共同参画
の視点
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―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、パネル展等を開催
し、DVに対する理解を深める。

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆代表者会議：6・7月頃開催予
定。
◆実務者会議：毎月最終週の木
曜日に開催予定。

―

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、福祉総務課窓口に
て相談を受け付け、関係部署と
連携を取り、必要な保護を実施
する。

―

平成29年度 重点目標

-

―

-

具体
的施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティック・
バイオレンス（DV)、ストーカー行為、児童
虐待等、さまざまな人権問題に関する情報
提供や関係法令の周知等により、問題の
防止に努めます。

決算（見込） -

-

数値目標 所管課

―

◆「女性に対する暴力をなくす運動」週間
（11月12日～25日）にちなみ、パネル展を
開催することで、ＤＶに関する知識を深める
とともに、周知活動及び情報提供を行っ
た。
・ＤＶ防止週間パネル展
　北里市民センター(11月2日～5日）
　まなび創造館（11月12日～20日）
　東部市民センター（11月23日～29日）

―

まなび創造館

―

予算（H29）

-

―

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

-

家庭児童
相談事業：

583

―

-

―

-

予算（H29）

家庭児童
相談事業：

1,054

具体
的施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティック・
バイオレンス（DV)、ストーカー行為、児童
虐待等、さまざまな人権問題に関する情報
提供や関係法令の周知等により、問題の
防止に努めます。

決算（見込）

数値目標 所管課

―

◆児童に関わる機関により構成する要保護
児童対策地域協議会を設置しており、年１
回の代表者会議、毎月１回の実務者会議を
開催し、要保護児童等についての情報共
有を図った。

―

こども政策課

―

H28

Ｆ

H29

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティック・
バイオレンス（DV)、ストーカー行為、児童
虐待等、さまざまな人権問題に関する情報
提供や関係法令の周知等により、問題の
防止に努めます。

決算（見込） -

-

―

-

―

-

―

C

予算（H29）

-

具体
的施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

（千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆随時福祉総務課窓口にて相談を受け付
け、警察署、こども政策課、女性相談所等と
連携を取り、必要な保護を実施した。
・DV対象住宅等借上数 　2件

―

福祉総務課

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

H28

男女共同参画
の視点

C

H29

男女共同参画
の視点

F

H28

A

H29

A

男女共同参画
の視点
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平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
◆引き続き、多くの市民に参加
してもらえるよう、ニーズに合わ
せたスポーツ教室等を実施し、
運動する機会の充実を目指す。

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 実施予定事業
実施期間
個別検診：6月1日～平成30年3月31日
実施回数
集団検診：11回/年(うち、休日実施2回)

―

平成29年度 重点目標

―

平成29年度 取組内容

―

平成29年度 重点目標

-

スポ-ツセ
ンタ-運営

事業：
64,892

―

-

―

-

決算（見込）

スポ-ツセ
ンタ-運営

事業：
62,165

具体
的施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための支援

平成28年度 重点目標実績 -

―

―

健康相談・健康教育等を行うことで、市民
の主体的な健康づくりを支援し、健康寿命
の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごすため
の学習や活動の機会の拡充に努めます。

施策の方向 （千円）

3 生涯を通じた健康づくりのための支援

数値目標

―

◆市民が運動を始めるきっかけ作りとして、スポーツ教室や健康
セミナー等を実施した。
・デーテニス（延べ770回　受講者：延べ7,426名）
・親子ビクス教室（12回　56名受講）
・親子わくわく体操教室（18回　70名受講）
・親子サッカー教室（18回　112名受講）
・こどもバレエ教室（6回　30名受講）
・初めてのパワーヨガ教室①（6回　14名受講）
・初めてのピラティス教室（6回　22名受講）
・初めてのステップ教室（6回　10名受講）
・骨盤ビューティー（6回　19名受講）
・初めてのパワーヨガ教室②（6回　24名受講）
・子連れでリフレッシュ！骨盤ビューティー教室（6回　20名受講）
・子連れでリフレッシュ！ピラティス＆ストレッチ教室（6回　23名受
講）
・子連れでリフレッシュ！ベリーダンス教室（6回　10名受講）
・おとなバレエ教室（6回　17名受講）
・親子HIPHOP教室（24回　120名受講）
・キッズHIPHOP教室（6回　16名受講）
・親子テニス教室（18回　60名受講）
・健康セミナー（2回　114名受講）
・スポットレッスン（3回　87名受講）

―

―

予算（H29）

H29

4.9（%）

目標値（H33）

15.0（%）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

具体
的施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための支援

平成28年度 重点目標実績 10.3（%）

―

H28

健康相談・健康教育等を行うことで、市民
の主体的な健康づくりを支援し、健康寿命
の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごすため
の学習や活動の機会の拡充に努めます。

決算（見込） 3.9（%）

成人保健
健康診査

事
業:236,385

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆乳がん検診
対象者　53,009人(平成28年4月1日時点の
人口）
（厚生労働省の指示により、平成28年度分
から40歳以上の女性の人口が分母に変更
となりました。）
受診者　集団のみ　2,057人
※平成27年度実績分までの対象者数
　　22,625人

乳がん検診
（集団）受診

率 保健センター

基準値（H25）

予算（H29）

成人保健
健康診査

事業：
266,081

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

3 生涯を通じた健康づくりのための支援

2.4（%）

成人保健
健康診査

事
業:236,385

H29

2.6（%）

目標値（H33）

13.0（%）

平成29年度 実施予定事業
実施期間
個別検診：6月1日～平成30年3月31日
実施回数
集団検診：3回/年(うち、休日実施2回)

予算（H29）

成人保健
健康診査

事業：
266,081

具体
的施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための支援

平成28年度 重点目標実績 8.6（%）

―

H28

健康相談・健康教育等を行うことで、市民
の主体的な健康づくりを支援し、健康寿命
の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごすため
の学習や活動の機会の拡充に努めます。

決算（見込）

（千円）

3 生涯を通じた健康づくりのための支援

数値目標 所管課

―

◆子宮がん検診
対象者　61,052人(平成28年4月1日時点の
人口）
（厚生労働省の指示により、平成28年度分
から20歳以上の女性の人口が分母に変更
となりました。）
受診者　集団　280人個別　1,194人
※平成27年度実績分までの対象者数
　　30,300人

子宮がん検
診（集団・個
別）受診率 保健センター

基準値（H25）基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向

H29

C

H28

H28

男女共同参画
の視点

C

C

H29

男女共同参画
の視点

C

H28

B

H29

B

男女共同参画
の視点

所管課

まなび創造館
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平成29年度 取組内容

―

男女ともに参加できるスポーツ
教室などを実施することで、より
多くの市民がスポーツに親しめ
るようにする。

平成29年度 取組内容

平成29年度 重点目標

―

予算（H29）

母子保健指
導事業：154
性と性育み
推進事業：

479（内389再
掲）

―

3 生涯を通じた健康づくりのための支援

予算（H29）

女性専用相談室において女性が相談しや
すい環境づくりに努めます。

決算（見込）

決算（見込）

-

施策の方向

具体
的施
策

平成28年度 重点目標実績

-

女性専用相談室を設置し、「女性特有の病気に
ついて男性医師には話しにくい」「どの科に受診
すべきかわからない」といった女性からの相談に
医師や各専門職の女性が対応できる状態を継続
する。

平成29年度 取組内容

―

―

―

―

-

―

◆予約電話を受ける場が変更さ
れたが、相談室の機能としては
継続・維持していく。

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

H29

E

-

市民病院

76.7（%）

男女共同参画
の視点

-
一人３０分という制約はあるが、
女性の専門職が傾聴し、適切な
判断、アドバイスを行う。

平成29年度 実施予定事業

平成28年度 重点目標実績

現在、病院ホ―ムペ―ジで女性
専用相談室の案内をしている
が、案内看板や貼紙等で、より
多くの方に相談できることを周知
していく。

A

（千円）

母子保健指
導事業124
性と性育み

推進事業389
（内344再掲）

②女性の身体への自己決定権の尊重

平成29年度 実施予定事業
◆母子保健推進協議会を年4回実施
◆自己肯定感獲得DVDの動画配信を乳
幼児健診にて周知。
◆小牧市内の中学1年生と高校1年生に
「安心相談カード」配布
◆生と性に関するカリキュラムの推進

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

具体
的施
策

③性差医療（男女の性差を考慮した医療）
の充実

平成29年度 重点目標 数値目標 所管課

―

◆母子保健推進協議会4回
◆自己肯定感獲得DVDを乳幼児健診時等
に配布：23本
◆自己肯定感獲得DVDを市ホームページ
上で動画配信
◆自己肯定感を獲得するための出前講座：
2回
◆小牧市内の中学１年生と高校1年生に
「安心相談カード」配布
◆生と性に関するカリキュラムを実施(再掲)

自分自身を
好きと言える
市民の割合 保健センター

基準値（H25）

73.6(%)

施策の方向 （千円）

3 生涯を通じた健康づくりのための支援

H28

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖
に関する健康／権利）の理念について啓
発し、周知を進めることで、妊娠／出産等
に関する女性の自己決定権を尊重する意
識の浸透を図ります。

H29

80.0（%）

目標値（H33）

80.0（%）

―

-

―

-

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績

◆スポーツ振興事業及びスポー
ツ教室開催事業を実施する。

◆各種スポーツ振興事業及びスポーツ教室等の
実施
・親子ふれあい体操教室
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期 各10回 119組受講）
・小牧市シルバースポーツ大学
（19回　40名受講）
・小牧市公認スポーツ指導員養成講座
（８講座　34名受講）
・アクアビクスを含む水泳教室
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期 計712回 1,831名受講）

事業費

具体
的施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための支援

平成28年度 重点目標実績
◆各種スポーツ教室を実施し
た。

健康相談・健康教育等を行うことで、市民
の主体的な健康づくりを支援し、健康寿命
の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごすため
の学習や活動の機会の拡充に努めます。

決算（見込）

生涯を通じた健康づくりのための支援
生涯スポ-ツ推進

事業：340
スポ-ツ教室開催

事業：1,546
体育施設管理委
託事業：11,010

―

スポーツ推進課

―

男女共同参画
の視点

予算（H29）

各種スポーツ教室を開催しま
す。

平成29年度 実施予定事業

-

―

-

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

平成28年度 重点目標 その他平成28年度事業の実績
事業費

施策の方向 （千円）

3

生涯スポ-ツ推進
事業：205

スポ-ツ教室開催
事業：1,277

体育施設管理委
託事業：11,010

数値目標
各種スポーツ教室を開催しま
す。

H28

所管課

-

◆予約電話を受ける窓口が院
内の「地域連携室」に変更され、
より開かれた相談体制となった。

H28

Ｅ

B・F

H29

B・F

H28

A

H29

男女共同参画
の視点

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆男女がともに参加できるスポーツ教室実
施のために、各種スポーツ教室における男
女の参加人数の把握に努め、参加する性
別に偏りが見られる場合は翌年度に内容の
精査を行っていく必要がある。

◆年間相談件数（来室者）：３件
◆電話での対応件数：１４件

平成28年度実績評価・29年度の課題等

◆相談件数は前年度と比較して減少した
が、女性ならではの相談に対応するため
に、相談しやすい環境を整え継続していく。
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平成28年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告

F 男女について意識することなく事業を計画・実施した（計画・実施する）

C 事業の対象や現状を男女別に把握・分析した上で事業を計画した（計画する）

D 男女どちらかに役割が偏重しないように事業を実施した（実施する）

E 法令等に基づき、男女について考慮した上で事業を実施した（実施する）

男女共同参画の視点

記号 内容

A 男女それぞれの個性や能力をより一層発揮できるよう努めた（努める）

B 男女の区別なく利用・活動しやすくなるよう配慮した（配慮する）
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